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二
〇

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る

　
　
一
そ
の
哲
学
体
系
に
お
け
る 「

自
然
哲
学
」
の
改
訂

「
数
学
」
の
抹
消
－

加
藤
　
尚
武

　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
エ
ン
ツ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
を
、
二
回
改
訂
し
て
い
る
。
初
版
（
A
版
と
表
記
）
と
二
版
の
違
い
が
大
き
く
、
二
子
（
B

版
と
表
記
）
と
三
聖
（
C
版
と
表
記
）
の
違
い
は
比
較
的
少
な
い
。
そ
の
改
訂
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
。
体
系
と
し
て
の
完
成
度

の
高
ま
り
を
示
し
て
い
る
か
。
時
代
に
よ
る
外
部
か
ら
の
影
響
の
跡
が
著
し
い
か
。
思
想
的
な
深
ま
り
を
示
し
て
い
る
か
。
理
論
的
な
失
策

を
撤
回
し
た
り
、
糊
塗
し
て
い
る
か
。
そ
れ
と
も
実
質
的
な
意
味
を
も
た
な
い
表
現
の
改
訂
に
留
ま
っ
て
い
る
か
。
i
そ
う
い
っ
た
吟
味

が
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
論
理
学
、
自
然
哲
学
、
精
神
哲
学
と
い
う
三
部
か
ら
成
る
『
エ
ン
ツ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
』
の
自
然
哲
学
の
冒
頭
の
一
部
分

（
》
一
〇
q
～
〉
じ
o
O
O
）
に
つ
い
て
、
初
版
と
二
版
（
三
面
）
の
違
い
に
着
目
す
る
。
違
い
に
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
単
語
の
入
れ
替
え
か
ら
、
基

本
と
な
る
枠
組
み
を
変
え
た
跡
ま
で
さ
ま
ざ
ま
の
差
異
根
が
あ
る
。
や
が
て
は
研
究
が
進
展
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
に
つ
い
て
個
別
的
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

析
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
大
豊
を
振
る
っ
て
二
版
で
ざ
つ
く
り
と
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
匿
を
向
け
る
。
直
観
的
な
印
象

か
ら
言
う
と
、
二
版
で
削
除
さ
れ
た
部
分
に
は
、
表
現
は
素
朴
で
は
あ
る
が
駆
け
引
き
や
欺
舗
の
な
い
正
直
な
思
索
の
跡
が
見
え
て
、
へ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ゲ
ル
哲
学
を
大
枠
で
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
し
て
捉
え
る
か
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
し
て
捉
え
る
か
と
い
う
解
釈
を
下
す
た
め
の
重
要
な
季
が
か

り
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
1
　
数
学
の
不
在

　
初
版
A
で
は
自
然
哲
学
全
体
が
、
第
一
部
数
学
、
第
二
部
非
有
機
体
の
物
理
学
、
第
三
部
有
機
体
の
物
理
学
と
構
成
さ
れ
、
そ
の
内
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

二
部
非
有
機
体
の
物
理
学
が
1
機
械
論
（
冨
①
O
げ
四
コ
一
匹
）
、
2
元
素
物
理
学
、
3
個
体
物
理
学
（
本
来
の
物
理
学
）
と
分
れ
て
い
た
。
二

版
（
養
鶏
）
で
は
、
第
一
部
が
機
械
論
（
罎
①
魯
三
婆
と
な
っ
て
初
版
A
に
あ
っ
た
「
数
学
」
が
消
え
、
第
二
部
物
理
学
、
第
三
部
有
機

的
物
理
学
と
な
る
。
簡
単
に
い
う
と
、
数
学
－
非
有
機
体
一
有
機
体
と
い
う
構
成
か
ら
、
機
械
論
（
寓
Φ
O
げ
p
o
口
帥
パ
）
1
物
理
学
一
有
機
体
と

い
う
構
成
に
変
わ
る
。
核
心
的
な
部
分
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
数
学
が
機
械
論
（
9
⑦
O
ザ
簿
P
凶
貯
）
に
変
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
自
然
哲
学
か
ら
永
遠
に
「
数
学
」
と
い
う
見
出
し
が
消
え
て
し
ま
う
。

　
初
版
A
で
は
全
体
の
構
成
は
普
遍
、
特
殊
、
個
別
と
い
う
枠
組
み
に
し
た
が
っ
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。
「
理
念
と
し
て
の
自

然
は
、
1
空
間
と
時
間
と
し
て
の
普
遍
的
、
観
念
的
、
中
心
の
な
い
状
態
（
〉
ロ
ω
。
・
霞
ω
ざ
冨
Φ
旨
自
己
外
存
在
）
、
2
実
在
的
な
相
互
に
ば

ら
ば
ら
な
状
態
（
審
ω
お
亀
Φ
》
器
ω
物
色
轟
p
山
霞
相
互
外
在
態
）
、
特
殊
的
で
物
質
的
な
現
存
在
、
す
な
わ
ち
非
有
機
的
自
然
（
巷
霞
α
q
磐
聴

ω
o
冨
Z
9
。
け
母
）
、
3
生
き
た
現
実
性
、
有
機
的
自
然
で
あ
る
。
三
つ
の
学
は
し
た
が
っ
て
、
数
学
（
㌶
鋤
昏
①
ヨ
p
二
濁
）
、
物
理
学
（
勺
ξ
ω
邑
、

生
理
学
（
℃
び
《
ω
一
〇
一
〇
㈹
一
Φ
）
で
あ
る
。
」
（
》
6
0
β
A
版
一
九
六
節
本
文
。
以
下
同
様
に
表
記
。
1
口
Φ
ぴ
q
Φ
一
〇
っ
器
ヨ
臨
。
冨
≦
の
葺
Φ
影
ω
α
q
■
＜
o
づ
麟
①
吋
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ヨ
餌
導
9
0
0
罵
昌
興
切
P
①
ω
」
O
O
、
以
下
で
は
○
い
①
．
ω
．
δ
O
の
よ
う
に
表
記
。
）

　
1
数
学
（
鷺
P
け
げ
O
ヨ
早
追
評
）
で
は
、
実
体
性
の
な
い
点
と
し
て
の
空
間
と
時
間
を
扱
い
、
2
物
理
学
で
は
実
在
重
粒
子
と
し
て
の
非
有

機
物
を
扱
い
、
3
生
理
学
で
は
有
機
体
を
扱
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
節
（
諺
竈
α
↓
）
の
要
旨
で
あ
る
。

　
空
間
と
時
間
の
特
徴
を
「
中
心
の
な
い
状
態
」
（
〉
話
。
。
9
ω
8
冨
①
旨
自
己
外
存
在
）
と
呼
ぶ
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
独
自
の
存
在
論
の
文
脈
に

よ
る
。
存
在
そ
の
も
の
を
、
自
分
の
中
心
が
自
分
の
内
に
あ
る
も
の
（
た
と
え
ば
太
陽
の
中
心
は
太
陽
の
内
に
あ
る
）
と
、
自
分
の
中
心
が

自
分
の
内
に
な
い
も
の
（
た
と
え
ば
月
は
、
そ
の
回
転
の
中
心
が
地
球
に
あ
る
）
と
に
分
け
る
。
》
拐
ω
Φ
誘
8
房
Φ
ヨ
（
自
己
外
存
在
）
と
は
、

文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
「
自
己
の
外
に
あ
る
存
在
」
だ
が
、
「
そ
の
存
在
の
集
約
点
・
統
合
の
中
心
に
な
る
も
の
が
、
そ
の
存
在
の
外
部

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
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（
6
）

に
あ
る
存
在
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
え
ば
奴
隷
の
存
在
の
中
心
は
主
人
で
あ
る
。

　
「
い
ま
」
と
い
う
言
葉
は
「
い
ま
」
と
言
っ
た
と
き
に
は
も
う
「
い
ま
」
で
は
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
「
い
ま
」
が
時
間
帯
の
一
点

で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
一
点
を
特
定
す
る
根
拠
と
な
る
「
い
ま
」
の
意
味
は
、
そ
の
　
点
に
は
な
い
。
だ
か
ら
「
い
ま
」
は
「
自
己
外
存

在
」
で
あ
る
。
「
い
ま
」
は
「
A
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
A
で
な
い
存
在
」
と
い
う
意
味
で
、
「
自
己
外
存
在
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

1
一
空
間
と
時
間
が
自
己
外
存
在
で
あ
る
か
ら
「
数
学
」
に
属
す
る
と
い
う
の
が
、
初
版
A
の
立
場
で
、
立
替
以
降
で
は
、
同
じ
理
由
で

「
機
械
学
」
に
属
す
る
と
見
な
さ
れ
る
。
機
械
学
が
、
そ
の
初
版
A
で
は
「
物
理
学
」
（
℃
ξ
ω
凶
H
〈
）
と
い
う
項
目
の
な
か
に
繰
り
込
ま
れ
て

い
た
（
》
b
。
8
～
》
騨
圃
Y
が
、
そ
の
部
分
の
テ
キ
ス
ト
は
二
版
B
・
三
主
C
で
ほ
と
ん
ど
削
除
（
注
1
を
参
照
）
さ
れ
て
い
る
。

　
二
版
B
・
三
版
C
に
な
る
と
自
然
哲
学
全
体
の
構
成
が
、
普
遍
・
特
殊
・
個
別
と
い
う
枠
組
み
か
ら
離
れ
て
、
形
式
と
内
容
の
分
離
、
形

式
の
内
在
、
形
式
と
内
容
の
統
合
と
い
う
枠
組
み
で
、
書
き
変
え
ら
れ
る
。

　
「
第
一
部
　
自
然
と
し
て
の
理
念
は
、
第
一
に
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
（
》
器
ω
臼
①
ぎ
署
α
①
『
）
、
無
限
の
個
別
化
（
島
δ
§
Φ
琶
ぎ
冨

く
興
㊦
9
⑦
ご
薦
）
と
い
う
規
定
の
中
に
あ
る
。
こ
の
規
定
の
外
部
に
、
形
式
の
統
　
が
あ
る
。
こ
の
統
｝
は
、
観
念
的
な
、
も
と
も
と
自
体

的
に
し
か
存
在
し
な
い
（
コ
彊
『
簿
昌
ω
凶
O
ぽ
ω
Φ
一
①
コ
匙
①
）
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
単
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
盆
ぎ
鴨
臣
霞
守
q
①
雲
。
簿
巳
ω
け
）
に
す
ぎ
な
い

形
式
で
あ
る
。
［
統
一
の
な
い
］
物
質
と
そ
の
〔
外
在
的
な
統
一
の
］
観
念
的
な
体
系
［
が
並
立
す
る
］
。
そ
れ
が
機
械
論
（
竃
①
。
影
藤
く
）

で
あ
る
。

　
第
二
部
　
自
然
と
し
て
の
理
念
は
　
第
二
に
、
特
殊
性
と
い
う
規
定
の
中
に
あ
る
。
す
る
と
実
在
性
は
、
内
在
的
な
形
式
規
定
で
措
定
さ

れ
、
こ
の
現
存
す
る
差
別
に
即
し
て
措
定
さ
れ
て
（
聾
三
ξ
⑦
×
圃
ω
け
圃
蝕
．
Φ
a
興
∪
ミ
興
2
N
ぴ
q
⑦
ω
①
g
件
）
い
る
。
こ
れ
が
反
省
的
関
係
で
あ
る
。
こ

の
関
係
の
内
部
中
心
（
冒
。
・
圃
魯
ω
①
ぎ
自
己
内
存
在
）
が
自
然
の
個
体
性
で
あ
る
。
i
そ
れ
が
物
理
学
（
勺
ξ
巴
《
）
で
あ
る
。

　
第
三
部
　
自
然
と
し
て
の
理
念
は
　
第
三
に
、
主
体
性
と
い
う
規
定
の
中
に
あ
る
。
こ
の
規
定
の
な
か
で
は
、
形
式
の
実
在
的
な
区
別
は

同
時
に
観
念
的
な
統
一
に
（
の
げ
⑦
ご
ω
O
N
舞
圏
一
ユ
①
①
＝
Φ
二
国
一
轟
『
①
圃
叶
）
引
き
戻
さ
れ
て
い
る
。
自
己
自
身
を
見
出
し
、
単
独
で
（
盆
鵯
ω
ぱ
び
対
自
的
）



存
在
す
る
観
念
的
な
統
一
に
引
き
戻
さ
れ
て
い
る
。
i
そ
れ
が
有
機
学
（
9
ひ
q
き
騨
）
で
あ
る
。
」
（
O
N
総
β
B
版
の
字
句
を
改
訂
。
）

　
こ
の
よ
う
に
構
成
が
変
わ
っ
た
た
め
に
、
初
版
A
だ
け
に
通
用
す
る
構
成
の
説
明
を
し
た
次
の
節
が
二
版
B
で
削
除
さ
れ
る
。

　
「
重
い
も
の
と
し
て
の
物
質
は
、
せ
い
ぜ
い
内
在
的
に
存
在
す
る
、
す
な
わ
ち
普
遍
的
物
質
（
島
①
ぎ
ω
一
9
ω
塁
Φ
巳
ρ
。
α
興
毬
ひ
q
Φ
ヨ
Φ
ぽ
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ζ
鯨
①
「
芭
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
物
質
は
機
械
論
（
ζ
8
冨
既
ε
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
は
自
己
を
特
殊
化
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
物
質
は
元
素
的
な
物
質
で
あ
り
、
元
素
物
理
学
の
対
象
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
的
な
物
質
は
個
別
性
へ
と
集
約
さ

れ
て
、
個
体
化
さ
れ
た
物
質
（
価
剛
①
　
　
一
昌
α
向
く
帥
軸
壁
餌
凱
ω
一
醜
け
Φ
　
　
竃
餌
け
Φ
目
一
〇
）
と
な
る
。
本
来
の
物
体
世
界
の
物
理
学
の
対
象
で
あ
る
。
（
諺
b
。
8
↓
、
○
δ

Q
Q
●
嵩
ω
）

　
文
意
の
概
略
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
抽
象
的
な
規
定
で
あ
る
「
重
さ
」
と
い
う
レ
ベ
ル
だ
け
で
物
質
を
と
ら
え
る
と
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
本
質
を
持
つ
か
は
す
べ
て
隠
れ
て
内
在
的
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
物
質
で
、

機
械
論
（
竃
Φ
O
げ
山
昌
凶
評
）
の
対
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
内
に
隠
れ
た
本
質
が
、
特
殊
化
さ
れ
て
発
現
す
る
と
、
地
水
風
火
と
い
う
よ
う

な
元
素
と
し
て
の
物
質
に
な
る
。
元
素
が
、
集
約
さ
れ
て
個
物
と
な
る
と
匂
い
や
味
の
よ
う
な
性
質
を
も
つ
本
来
の
物
質
と
な
る
。
1

　
初
版
で
「
数
学
」
と
い
う
見
出
し
に
含
ま
れ
て
い
た
》
一
環
か
ら
》
b
。
8
ま
で
の
内
容
は
、
空
間
と
時
間
で
あ
る
が
、
「
機
械
論
」
（
ζ
Φ
－

。
審
巳
搾
）
と
い
う
見
出
し
の
も
と
に
お
か
れ
た
切
O
謡
腿
か
ら
じ
d
O
N
窪
ま
で
の
内
容
と
ま
っ
た
く
と
雷
っ
て
い
い
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
だ
か

ら
「
数
学
」
と
い
う
見
出
し
が
用
い
ら
れ
て
い
た
初
版
に
お
い
て
も
、
実
質
的
に
は
数
学
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
体
系
に
不
在
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　
実
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
に
も
、
精
神
哲
学
に
も
「
数
学
」
や
「
幾
何
学
」
と
い
う
見
出
し
は
不
在
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
論
理
学
」

に
は
「
量
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
存
在
の
量
的
規
定
に
つ
い
て
の
考
察
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
数
学
も
幾
何
学
も
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

在
の
規
定
と
し
て
し
か
扱
わ
な
い
と
言
う
ヘ
ー
ゲ
ル
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
ア
・
プ
リ
オ
リ
の
法
則
性
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
、
時
間
、
空
間
な
ど
、
西
洋
の
思
想
史
で
は
、
数
学
的
な
も
の
と
同
じ
次
元
に
置
か
れ
、
経
験
的
な
も
の
や
質
料
的
な
も
の
と

異
な
る
次
元
に
置
か
れ
る
と
言
う
意
味
で
の
通
俗
的
プ
ラ
ト
ン
主
義
、
も
し
く
は
カ
ン
ト
的
二
世
詳
論
と
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
＝
者
」

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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モ
チ
ー
フ
を
ス
ピ
ノ
ザ
を
下
敷
き
に
し
て

示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

「
体
系
」
化
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
体
質
が
根
本
的
に
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

　
2
　
空
間
と
時
間
の
同
一
性

　
こ
れ
か
ら
引
用
す
る
の
は
、
空
間
と
時
闘
が
物
質
に
転
化
す
る
と
い
う
論
述
で
あ
る
。

　
「
空
間
と
時
間
は
、
絶
対
的
（
鋤
β
¢
O
鳥
騰
鐸
①
桟
ω
圃
O
ゴ
）
に
理
念
（
島
①
蜀
Φ
Φ
）
を
な
し
て
い
る
。
空
間
は
実
在
的
も
し
く
は
蕩
接
的
客
観
的
な

側
面
で
あ
り
、
時
間
は
純
粋
に
主
観
的
な
側
面
で
あ
る
。
」
（
》
・
。
O
ω
コ
．
潟
磐
ヨ
§
匹
N
皿
静
ヨ
鋤
魯
魯
睾
5
襲
業
興
ω
8
げ
α
凶
①
冠
。
①
舞
ω
」
窪
臼
臼
㊦

冨
巴
④
o
匹
興
毒
B
鐸
色
σ
四
吋
0
9
ケ
月
鉱
く
ρ
象
①
ω
Φ
臼
Φ
お
凶
冷
曽
ぼ
①
o
鉱
〈
①
ω
臨
貫
B
C
に
こ
の
文
章
そ
の
も
の
は
不
在
だ
が
、
じ
d
O
卜
。
⊆
”
G
。
》
N
に
類
似
の
表
現

が
あ
る
。
）
一
1
時
闘
と
悪
闘
は
実
在
的
直
接
的
客
観
的
な
空
間
と
観
念
的
抽
象
的
主
観
的
な
時
問
と
が
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
観
念
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
「
絶
対
的
（
き
信
＆
｛
器
吋
ω
搾
7
）
に
」
と
い
う
の
は
、
「
即
自
」
（
器
ω
ざ
江
）
か
つ
「
対
自
」
（
雲
高
ω
一
号
）
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

「
即
自
扁
（
強
。
昌
。
。
8
7
）
と
い
う
意
味
は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
対
自
」
（
一
霞
ω
8
ゲ
）
と
い
う
意
味
が
な
り
た
た
な
い
。
盆
景
と
空
間
は
、
「
根

源
的
に
同
一
存
在
の
規
定
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
絶
対
的
（
鋤
昌
＝
心
乱
囲
鐸
①
『
ω
圃
0
7
）
に
」
理
念
を
形
づ
く
る
。

　
こ
の
文
章
で
空
間
と
時
間
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
か
な
り
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
二
つ
の
並
行
す
る
文
章
が
存
在

す
る
と
解
釈
す
る
と
、
「
空
間
は
、
絶
対
的
に
理
念
で
あ
る
」
な
お
か
つ
「
時
間
は
絶
対
的
に
理
念
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
の

解
釈
を
、
斥
け
る
根
拠
は
こ
の
文
面
だ
け
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
後
の
方
の
文
章
か
ら
逆
算
す
る
と
「
空
間
と
時
間
は
、
一
対

で
ま
さ
に
理
念
で
あ
る
」
と
解
釈
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
空
間
と
時
間
の
相
互
移
行
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
後
で
語
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
続
く
文
章
が
問
題
の
ひ
と
つ
の
焦
点
で
あ
る
。
「
空
間
は
、
そ
れ
自
身
の
な
か
で
没
交
渉
の
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
あ
り
方
（
〉
二
甲



①
ぼ
碧
α
①
お
Φ
旨
）
と
区
別
の
な
い
連
続
性
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
（
島
①
村
Φ
貯
Φ
Z
①
α
q
蝕
〈
冨
①
け

ω
Φ
冒
興
。
。
巴
ぴ
ω
叶
）
で
あ
り
、
時
間
へ
の
移
行
（
匿
ω
¢
①
げ
の
『
α
q
象
③
三
⇔
島
①
N
Φ
芭
で
あ
る
。
空
間
は
場
所
の
個
別
性
と
な
る
。
」
（
》
N
O
ω
6
・
。
■
）

　
文
意
を
通
俗
的
に
説
明
す
れ
ば
、
空
間
は
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
で
べ
っ
た
り
だ
か
ら
、
時
間
に
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
通
に

考
え
る
と
、
空
間
が
時
間
に
移
行
す
る
と
か
、
空
間
に
は
時
間
へ
の
移
行
が
含
ま
れ
る
と
か
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
時
間
も
空
間
も
同
じ
形
態
だ
か
ら
、
同
一
だ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
も
一
粒
、
灰
も
一
粒
、
ゆ

え
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
灰
で
あ
る
」
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
存
在
の
様
相
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
存
在
そ
の
も
の
の
岡
一
を
論

ず
る
誤
謬
推
理
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
か
か
る
。

　
「
空
間
は
、
そ
れ
自
身
の
な
か
で
没
交
渉
の
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
あ
り
方
（
》
島
①
貯
碧
α
興
ω
Φ
旨
）
と
区
別
の
な
い
連
続
性
と
い
う
矛
盾

で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
「
空
間
は
、
そ
の
内
在
的
な
本
性
と
し
て
、
砂
の
よ
う
に
没
交
渉
の
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
あ
り
方
（
〉
蕊
①
ご
四
三
Φ
「
－

ω
Φ
旨
）
と
、
一
衣
帯
水
、
べ
っ
た
り
と
し
た
区
別
の
な
い
連
続
性
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
砂
の
よ
う
に
根
互
に
ば
ら

ば
ら
で
、
水
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
時
間
と
同
じ
だ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
言
い
た
い
。

　
い
ま
分
か
り
や
す
く
「
砂
の
よ
う
に
相
互
に
ば
ら
ば
ら
」
と
述
べ
た
が
、
実
は
砂
は
最
後
の
一
粒
に
な
る
と
、
そ
れ
以
上
は
分
割
で
き
な

　
　
　
（
9
）

い
点
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
う
「
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
あ
り
方
」
（
》
窃
Φ
『
曽
巳
Φ
「
ω
①
旨
）
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
綱
か
く
見
て
も
、
最

後
の
粒
子
に
は
還
元
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
粒
子
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
自
分
以
外
の
粒
子
を
自
分
か
ら
排
除
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
こ
の
「
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
あ
り
方
」
（
》
¢
ω
Φ
ぎ
自
。
巳
臼
ω
Φ
旨
）
は
、
「
二
つ
の
も
の
が
互
い
に
互
い
の
外
に
あ
る
。
同
様
に
し
て
す
べ

て
の
二
つ
の
も
の
が
互
い
の
外
に
あ
る
よ
う
な
全
体
と
し
て
の
あ
り
方
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
砂
粒
の
一
つ
に
注
目
す
る
と
ど
の
一
粒
も

ま
た
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
で
、
ど
こ
ま
で
細
か
く
兇
て
も
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
」

（
臼
Φ
同
Φ
ぎ
Φ
Z
①
α
q
鋤
謡
く
凶
雷
Φ
け
ω
Φ
ぎ
興
ω
Φ
ぎ
ω
け
）
で
あ
る
と
い
う
表
現
に
つ
な
が
る
。

　
「
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
」
（
α
δ
吋
Φ
ヨ
①
Z
①
α
Q
註
く
凶
鐙
Φ
け
ω
Φ
ぎ
Φ
「
ω
巴
σ
ω
¢
と
い
う
言
葉
は
、
も
っ
と
徹
底
し
た
自
己
否
定
を
表
現
し
て

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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六

い
る
。
自
分
は
A
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
A
で
は
な
い
と
い
う
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

　
砂
粒
な
ら
ば
、
そ
れ
を
指
し
て
「
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
」
と
は
言
わ
な
い
。
砂
粒
は
単
独
で
、
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
他
の
粒
子
を

排
除
し
て
、
存
在
し
続
け
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
砂
な
ら
ぬ
空
間
の
な
か
の
点
を
切
り
出
せ
ば
、
い
つ
も
自
己
同
一
が
流
れ
て
し
ま
う
。

「
こ
こ
」
と
書
っ
て
、
絶
対
的
な
場
所
を
特
定
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
で
も
「
こ
こ
」
な
の
で
特
定
で
き
な
い
。
ど
こ
の
「
こ
こ
」
も

「
も
は
や
絶
対
的
な
こ
こ
」
で
は
な
い
。
「
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
」
と
い
う
の
は
、
自
我
一
1
自
我
の
よ
う
な
連
続
的
な
同
一
性
が
な

り
た
た
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
こ
こ
だ
」
と
雷
つ
た
と
き
に
は
も
う
「
こ
こ
」
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
い
ま
」
と
言
っ
た
と
き
に
は

も
う
「
い
ま
」
で
は
な
い
時
間
と
同
じ
だ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。

　
「
同
様
に
し
て
、
時
間
も
ま
た
、
そ
の
一
つ
に
集
め
ら
れ
た
対
立
す
る
契
機
（
ぎ
田
湧
N
器
9
。
B
諺
Φ
薦
9
巴
け
①
器
曾
蒔
。
α
q
9
α
q
Φ
ω
簿
N
3

ζ
。
ヨ
①
簿
①
）
が
直
接
的
に
止
揚
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
か
ら
、
無
差
別
へ
の
直
接
的
な
墜
落
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
区
別
さ
れ
た
椙
互
に
ば

ら
ば
ら
な
状
態
（
相
互
外
在
）
つ
ま
り
空
間
に
墜
落
す
る
。
空
間
の
場
所
は
、
ま
さ
に
そ
の
場
所
で
直
接
的
に
そ
の
規
定
性
に
対
し
て
棺
互

に
端
的
に
没
交
渉
な
も
の
と
し
て
別
物
に
な
る
。
」
（
》
・
。
8
↓
・
。
．
）

　
存
在
の
様
相
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
存
在
そ
の
も
の
の
同
一
を
論
ず
る
誤
謬
推
理
で
は
な
い
か
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
疑
い
は
ま
す
ま

す
強
ま
る
。

　
ま
ず
引
用
文
の
文
意
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
時
間
に
お
い
て
、
そ
れ
を
構
成
す
る
対
立
的
な
契
機
が
一
念
に
集
約
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
に
集
め
ら
れ
た
対
立
す
る
契
機

が
、
集
約
さ
れ
た
と
た
ん
に
、
集
約
さ
れ
る
こ
と
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
解
体
さ
れ
て
無
差
別
に
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
区
別

さ
れ
た
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
（
相
互
外
在
）
に
お
ち
い
る
の
で
、
時
間
（
い
ま
）
が
空
間
（
こ
こ
）
に
な
る
。
空
間
の
場
所
（
こ
こ
）

は
、
ま
さ
に
「
こ
こ
」
と
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
直
ち
に
そ
の
指
定
さ
れ
た
内
容
・
規
定
性
に
対
し
て
無
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
。
相
互
に
端

的
に
没
交
渉
な
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
点
の
ひ
と
つ
に
な
る
。
「
こ
こ
」
は
も
は
や
別
物
で
、
最
初
の
「
こ
こ
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。



　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
た
し
か
に
「
A
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
で
A
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
存
在
」
と
い
う
モ
デ
ル
に
魅
了
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い

う
存
在
が
現
存
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
い
う
モ
デ
ル
そ
の
も
の
が
一
種
の
思
考
実
験
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
う
と
は
し
な

い
。
そ
う
い
う
モ
デ
ル
に
還
元
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
時
間
と
空
間
の
相
互
転
換
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
到
達
す
る
。

　
「
時
間
の
な
か
で
空
間
が
消
滅
し
た
り
再
生
産
さ
れ
た
り
す
る
。
空
間
の
な
か
で
時
間
が
消
滅
し
た
り
再
生
産
さ
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
が

運
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
成
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
自
身
ま
た
直
接
的
に
時
間
と
空
間
の
そ
れ
自
身
同
一
の
統
一
、
す
な
わ
ち
物
質
で

あ
る
。
」
（
＞
b
。
O
G
。
↓
蒔
9
①
ω
＜
費
α
q
Φ
げ
窪
＝
出
師
δ
侮
臼
①
嵩
Φ
轟
Φ
コ
号
ω
目
切
¢
欝
ω
冒
N
⑦
搾
言
氏
山
興
N
①
蹄
一
コ
痴
薮
雪
肌
ω
叶
巳
Φ
b
ご
①
≦
Φ
ひ
q
§
α
q
一
1
Φ
ぎ

≦
、
曾
α
Φ
詳
留
ω
鋤
σ
興
ω
凪
げ
ω
け
Φ
げ
①
鵠
ω
O
ω
Φ
町
§
壷
口
詳
Φ
讐
鋤
「
臼
Φ
哉
Φ
馨
置
0
ぽ
①
α
⇔
ω
Φ
《
Φ
鵠
瓢
①
図
書
Φ
詳
び
①
冠
Φ
び
9
①
竃
響
け
興
同
Φ
弧
ω
け
じ
d
O
N
2
↓
ω
．
と
ま
っ

た
く
同
じ
。
）

　
こ
の
引
用
部
分
は
、
B
と
C
に
も
実
質
的
な
変
更
が
な
い
の
で
、
A
B
C
三
版
に
共
通
で
あ
る
。
た
だ
し
B
C
版
で
は
、
こ
の
引
用
の
前

に
く
る
文
章
が
違
っ
て
い
る
。
B
C
版
で
は
、
空
間
と
時
間
、
場
所
を
順
々
に
論
じ
て
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
と
こ
ろ
で
運
動
と
物
質
に
移

行
す
る
。
し
か
し
、
A
版
の
よ
う
に
空
間
と
時
間
を
分
け
ず
に
論
ず
る
と
い
う
形
の
方
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
本
音
を
表
し
て
い
る
。

　
「
場
所
は
、
こ
の
よ
う
に
空
間
と
時
間
の
措
定
さ
れ
た
岡
一
性
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
空
間
と
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
自
身
の
身
に
つ
け

て
矛
盾
で
あ
る
が
、
場
所
は
ま
た
、
差
し
憲
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
措
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
○
・
・
曾
臼
二
）
臼
○
昼
ω
。
鋤
Φ
α
q
Φ
ω
簿
N
欝

罷
魯
藻
器
け
匹
①
ω
菊
鋤
旨
旨
Φ
ω
煽
嵩
ロ
α
2
N
色
け
謡
ω
け
§
づ
器
9
ω
け
①
げ
Φ
誘
。
鳥
9
α
q
①
ω
Φ
訂
8
屋
号
Φ
誘
鷺
8
貫
目
色
9
興
α
9
力
潜
¢
賞
翫
⇔
α
象
Φ
N
Φ
答
冨
号
ω
鋤
コ

ぴ
ヨ
ω
Φ
3
ω
鉱
ω
ε
場
所
は
空
間
的
な
個
別
性
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
［
他
と
］
無
関
係
な
個
急
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
だ
空
間
的
な
今
と

し
て
だ
け
、
す
な
わ
ち
時
間
と
し
て
だ
け
存
在
す
る
。
（
O
ま
一
6
・
。
』
興
○
詳
目
窪
Φ
周
器
¢
巳
8
7
や
ω
。
ヨ
詳
α
q
薩
。
び
α
q
器
録
ひ
q
Φ
国
ヨ
N
①
箭
Φ
心
事
山
韓

象
①
ω
鵠
霞
巴
ω
茜
窪
巨
8
冨
ω
旨
雲
異
異
ω
N
財
讐
）
し
た
が
っ
て
場
所
は
、
直
接
的
に
は
こ
の
場
所
と
し
て
の
自
己
に
た
い
し
て
無
関
係
で
あ
り
、

自
己
に
た
い
し
て
外
面
的
で
あ
っ
て
、
自
己
の
否
定
、
し
た
が
っ
て
他
の
場
所
で
あ
る
。
（
。
。
。
α
器
ω
α
興
○
詳
§
ヨ
簿
①
一
げ
鴛
α
q
巨
9
α
q
ロ
①
窪
α
q

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
扁
の
改
訂

二
七



　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
首
六
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

αq

ｳ
α
q
魯
臨
魯
巴
。
。
臼
①
ω
①
戸
。
。
け
び
器
岱
ω
ω
①
島
。
貫
無
の
Z
Φ
α
q
曽
二
〇
昌
ω
①
ぎ
興
β
嵩
匙
①
貯
窪
鳥
霞
興
○
噌
二
。
。
ε
」

　
無
理
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
分
解
す
る
と
次
の
九
個
の
文
に
な
る
。

　
　
1
　
措
定
さ
れ
た
矛
盾
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
身
に
つ
け
て
も
つ
の
だ
が
、
空
間
と
時
間
で
あ
る
。
（
U
興
ぴ
q
①
ω
Φ
欝
9
芝
置
興
ω
只
¢
0
7
幹
鉱
興

　
　
　
菊
餌
仁
ヨ
ρ
ヨ
創
象
Φ
N
①
β
器
号
ω
曽
昌
鰹
ヨ
ω
①
ぎ
ω
ε

　
　
2
　
場
所
は
空
間
と
時
間
の
措
定
さ
れ
た
同
一
性
で
あ
る
。
（
U
興
○
翫
幹
集
Φ
α
q
①
ω
①
霞
け
Φ
麓
養
鰻
器
叶
匹
の
ω
菊
三
塁
①
ω
§
住
匹
2
N
Φ
圃
幹
）

　
　
3
　
場
所
は
、
さ
し
あ
た
り
、
空
間
と
時
間
で
あ
る
と
こ
ろ
の
措
定
さ
れ
た
矛
盾
で
あ
る
。
（
U
2
0
再
剛
2
N
§
器
魯
。
。
肯
①
げ
①
霧
。
山
2

　
　
　
ひ
q
Φ
ω
簿
N
富
≦
繭
9
誘
榎
g
貫
芝
巴
。
び
曾
匹
興
驚
磐
ヨ
¢
昌
島
旺
Φ
N
Φ
膣
圃
ω
ε

　
　
4
　
場
所
は
、
空
間
的
個
別
性
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
没
交
渉
な
個
別
性
で
あ
る
。
（
○
興
○
再
韓
島
①
鑓
2
巨
一
。
冨
田
器
①
箭
①
言
ω
。
ヨ
淳

　
　
　
α
q
嵐
9
ひ
q
器
三
σ
q
①
田
轟
①
＝
舜
虫
ε

　
　
5
　
場
所
は
、
空
間
的
な
没
交
渉
の
燗
別
性
で
あ
る
が
、
時
間
と
し
て
の
空
間
的
な
今
で
あ
る
。
（
U
勲
○
障
馨
島
①
鑓
㊦
§
忌
9
①
範
①
学

　
　
　
9
α
q
嘗
の
置
鐙
①
円
ヨ
N
色
落
津
霊
霞
巴
ω
悉
Φ
¢
ヨ
9
冨
ω
｝
簿
異
巴
ω
N
蝕
ε

　
　
6
　
場
所
は
、
こ
の
場
所
と
し
て
の
自
己
に
直
接
的
に
は
没
交
渉
で
あ
る
。
（
○
興
○
紫
白
琶
巨
零
鉱
σ
餌
村
α
q
芭
6
｝
彊
¢
Φ
ぽ
α
q
α
q
Φ
α
q
①
雷
ω
凶
魯
巴
ω

　
　
　
島
霧
①
コ
○
鴇
ε

　
　
7
　
場
所
は
自
ら
に
．
と
っ
て
外
的
で
あ
る
。
（
U
興
○
再
同
簿
ω
凶
9
。
。
窪
ω
ω
Φ
≡
魯
し

　
　
8
　
場
所
は
自
己
否
定
で
あ
る
。
（
】
）
興
○
冨
翼
α
δ
Z
①
σ
q
9
。
鳳
。
コ
ω
①
ぎ
①
巴
曾
）

　
　
9
　
場
所
は
一
個
の
別
の
場
所
で
あ
る
。
（
一
）
①
噌
○
桟
け
一
〇
〇
け
㊦
一
嵩
　
鋤
鐸
血
①
厭
Φ
「
○
麻
酔
■
）

　
こ
れ
ら
の
文
の
最
初
の
前
提
に
当
た
る
U
巽
α
q
霧
薄
N
8
芝
こ
2
ω
ロ
窓
。
三
日
頃
α
韓
寄
ニ
ヨ
琶
α
象
①
N
①
嘗
僧
号
ω
黒
黒
ヨ
ω
①
一
げ
ω
け
と
い
う
文
は
、



「
》
韓
ゆ
彗
ま
ヨ
ω
皿
ぴ
ω
こ
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
が
時
々
使
う
混
合
文
型
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
人
間
は
理
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
」
（
U
臼

竃
窪
ω
。
び
冨
け
9
Φ
＜
Φ
ヨ
§
津
①
昌
畔
ヨ
ω
巴
げ
ω
け
）
と
言
え
ば
、
人
間
に
と
っ
て
理
性
と
は
取
り
外
し
の
き
く
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
存
在
と

不
可
分
で
あ
る
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
「
人
間
は
も
と
も
と
理
性
で
あ
る
」
（
一
）
Φ
畦
ζ
Φ
コ
ω
O
財
同
ω
け
創
一
〇
＜
①
『
P
¢
コ
｛
け
鋤
コ
ω
一
〇
び
）
と

い
う
文
意
が
根
底
に
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
。
「
人
間
は
理
性
を
根
っ
か
ら
身
に
つ
け
て
い
る
」
（
U
興
ζ
①
拐
魯
び
簿
鼠
Φ
＜
9
コ
¢
5
痛
撃
ω
8
『
）

と
言
う
の
は
「
人
間
は
理
性
そ
の
も
の
で
あ
る
偏
と
誤
解
さ
れ
る
余
地
の
あ
る
不
安
定
な
表
現
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
さ
ら
に

不
安
定
な
「
人
間
は
身
に
つ
け
て
理
性
で
あ
る
」
θ
禽
ζ
魯
ω
9
鶏
魚
Φ
＜
Φ
田
勇
躍
け
p
。
三
び
ヨ
ω
巴
σ
ω
け
）
と
い
う
「
韓
…
p
。
軍
隊
ヨ
ω
Φ
庁
ω
け
文
型
」

を
と
き
ど
き
使
う
。

　
た
と
え
ば
補
論
（
N
蕉
ω
簿
N
）
の
用
例
で
あ
る
が
、
U
Φ
吋
雨
曇
ヨ
韓
島
㊦
ω
2
名
δ
Φ
『
ω
o
歪
。
戸
乞
①
ひ
q
讐
δ
p
き
曄
B
N
目
窪
ぴ
①
P
⇔
σ
9
ω
9
山
餌
霧

象
Φ
ω
Φ
Z
Φ
α
q
国
け
δ
昌
ヨ
α
q
葱
。
げ
ひ
q
器
匡
α
q
①
ω
切
①
。
。
器
冨
昌
N
興
h
器
一
覧
　
（
空
間
は
否
定
を
身
に
つ
け
て
も
っ
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
否

定
が
無
関
係
な
存
立
に
解
体
す
る
。
）
（
O
・
。
雪
N
ω
）
と
い
う
の
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
U
酒
勾
窪
窪
富
山
興
ひ
q
Φ
ω
Φ
感
け
Φ
芝
屋
興
ω
o
毎
霜
雪
甑
。
ド
臣
①
N
①
淳
圃
ω
θ
瓢
興
α
Q
①
ω
①
9
審
妻
一
α
Φ
誘
℃
籍
。
げ
餌
コ
ω
凶
o
F

と
言
い
た
く
な
る
が
、
「
措
定
さ
れ
た
」
（
ひ
Q
Φ
ω
Φ
欝
け
）
に
は
、
「
も
と
も
と
自
体
的
に
」
（
弩
臨
。
ε
と
は
、
相
容
れ
な
い
意
味
内
容
（
わ
ざ
と

ら
し
さ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
こ
の
場
に
相
応
し
い
か
と
言
え
ば
、
「
も
と
も
と
自
体
的
に
扁
（
鋤
づ
ω
凶
O
げ
）
の
方
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
「
矛
盾
」
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
空
間
は
そ
れ
自
身
内
在
的
に
（
ヨ
ω
器
げ
ω
Φ
ぎ
ω
叶
）
、
無
関
係
な
相

互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
と
区
別
の
な
い
連
続
性
と
の
矛
盾
で
あ
り
自
己
自
身
の
純
粋
な
否
定
性
（
魯
Φ
「
①
貯
①
2
詔
薮
〈
貯
①
け
ω
Φ
ヨ
興
ω
鮎
げ
ω
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
あ
っ
て
、
さ
し
あ
た
り
時
間
へ
移
行
す
る
。
」
（
〉
・
。
O
鴇
・
。
、
O
・
。
①
O
↓
ご
要
す
る
に
こ
の
矛
盾
は
空
喜
に
内
在
的
（
ぼ
ω
言
げ
ω
鮎
σ
ω
け
）
と
い
う

規
定
が
根
底
に
あ
る
。
こ
の
内
在
性
が
措
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
文
脈
な
ら
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
こ
の
論
述
の
流
れ
で
は
、
そ
う

い
う
内
在
か
ら
外
在
的
確
定
へ
と
い
う
転
換
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
結
局
、
「
措
定
さ
れ
た
」
（
ひ
q
Φ
ω
簿
N
肯
）
に
は
、
「
存
在
・
存
立
の
必
然
性
が
想
定
さ
れ
た
」
と
い
う
よ
う
な
炎
色
し
か
あ
て
が
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
折
矯
学
研
究
　
笛
叩
五
百
六
十
八
口
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇

き
な
い
。
ほ
と
ん
ど
「
上
述
の
」
と
い
う
に
等
し
い
重
さ
し
か
も
た
な
い
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
論
述
」
は
、
「
空
間
と
時
間
そ
れ
ぞ
れ
が
身
に
つ
け
て
も
つ
措
定
さ
れ
た
矛
盾
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
根
底
に
置
い
て
、

そ
こ
か
ら
「
だ
か
ら
場
所
は
空
間
と
時
間
の
措
定
さ
れ
た
同
一
性
で
あ
る
」
と
い
う
述
語
を
引
き
出
し
、
ま
た
そ
こ
か
ら
「
だ
か
ら
空
間
と

時
間
の
措
定
さ
れ
た
矛
盾
で
あ
る
」
と
い
う
述
語
を
引
き
出
し
、
「
空
間
的
個
別
性
」
、
「
没
交
渉
な
個
別
性
」
、
「
時
闘
と
し
て
の
空
間
的
な

今
」
、
「
自
己
に
直
接
的
に
は
没
交
渉
」
、
「
自
ら
に
と
っ
て
外
的
」
、
「
一
個
の
別
の
場
所
」
と
い
う
目
標
地
点
に
到
達
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
も
と
に
な
る
根
源
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
呼
び
出
さ
れ
て
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
述
語
の
順
番
に
必
然
性
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
こ
の
畳
み
か
け
を
、
平
俗
な
機
運
で
表
現
す
れ
ば
、
こ
う
な
る
。
「
も
と
も
と
空
間
も
時
間
も
、
不
連
続
の
連
続
と
い
う
矛
盾
で
あ
る
。

だ
か
ら
空
間
と
時
間
が
　
体
を
な
し
て
い
る
場
所
と
い
う
概
念
は
、
ま
ず
空
間
と
時
間
の
岡
一
性
で
あ
り
、
ゆ
え
に
空
間
と
時
間
に
も
ち
ま

え
の
矛
盾
で
あ
り
、
ゆ
え
に
無
差
瑚
的
な
点
で
あ
り
、
ゆ
え
に
空
間
的
な
今
で
あ
り
、
ゆ
え
に
時
間
で
あ
り
、
ゆ
え
に
自
分
に
没
交
渉
で
あ

り
、
ゆ
え
に
自
分
に
と
っ
て
外
的
で
あ
り
、
ゆ
え
に
自
己
否
定
で
あ
り
、
ゆ
え
に
劉
の
場
所
で
あ
る
。
」

　
こ
う
い
う
強
引
な
こ
じ
つ
け
で
、
「
こ
の
場
所
は
、
ゆ
え
に
別
の
場
所
で
あ
る
」
と
い
う
型
に
は
め
込
ん
で
し
ま
う
。
し
か
し
、
空
問
は

本
来
的
に
三
次
元
的
で
あ
り
、
時
間
は
本
来
的
に
一
次
元
的
で
あ
る
か
ら
、
両
者
は
質
的
に
異
な
っ
て
お
り
、
空
聞
を
　
次
元
的
な
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

還
元
す
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
同
…
性
は
語
れ
な
い
と
い
う
反
論
が
出
る
だ
ろ
う
。

　
3
　
合
成
と
不
可
入
性

　
と
こ
ろ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
う
い
う
反
論
を
前
も
っ
て
見
透
か
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
反
論
へ
の
反
論
を
用
意
し
て
い
る
。
「
観
念
性
か

ら
実
在
性
へ
の
移
行
、
す
な
わ
ち
、
抽
象
か
ら
具
体
的
な
現
存
在
へ
の
移
行
、
こ
こ
で
は
空
間
と
蒔
聞
か
ら
、
物
質
と
し
て
現
象
す
る
実
在

性
へ
の
移
行
は
、
悟
性
に
は
理
解
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
移
行
が
悟
性
に
と
っ
て
つ
ね
に
外
面
的
な
も
の
（
一
コ
P
営
①
「
　
鋤
㊦
¢
ω
ω
①
巴
凱
0
7
）
、
与



え
ら
れ
た
も
の
（
巴
ω
Φ
ヨ
○
①
㎎
Φ
げ
Φ
器
ω
）
と
な
る
。
」
（
○
悼
曾
諺
巳
－
一
。
以
下
引
用
す
る
O
ま
H
》
口
・
じ
d
N
禽
諺
誉
“
》
N
O
ω
＞
5
で
は
段
落
の
切
り
方
や
細

か
い
記
号
の
使
い
方
な
ど
に
違
い
は
あ
る
が
、
文
章
に
は
ほ
と
ん
ど
違
い
が
な
い
。
注
解
〉
渇
ヨ
Φ
降
等
α
q
を
〉
郎
と
表
記
、
以
下
同
様
。
）

　
空
間
と
時
間
と
い
う
抽
象
的
な
観
念
性
か
ら
、
物
質
と
い
う
実
在
性
へ
の
移
行
が
、
悟
性
に
は
理
解
で
き
な
い
の
が
当
た
り
前
だ
と
ヘ
ー

ゲ
ル
は
言
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
文
章
を
文
字
通
り
に
解
す
る
と
「
こ
の
移
行
が
悟
性
に
は
、
理
解
で
き
な
い
既
成
の
事
実
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
」
と
い
う
文
意
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
真
意
は
「
そ
こ
で
物
質
が
悟
性
に
と
っ
て
は
つ
ね
に
外
面
的
な
も
の
、

与
え
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
、
物
質
そ
の
も
の
が
、
実
は
観
念
性
か
ら
実
在
性
へ
の
統
合
で
あ
る
と
い
う
真
理
が
悟
性
に
は
見
え
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
悟
性
に
と
っ
て
「
外
的
な
所
与
」
が
「
物
質
」
だ
と
い
う
解
釈
を
採

用
し
た
い
。
俗
っ
ぽ
く
表
現
す
れ
ば
、
「
空
間
と
時
間
か
ら
物
質
が
出
て
く
る
と
い
う
移
行
が
理
解
で
き
な
い
の
で
悟
性
は
物
質
が
外
的
な

所
与
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
」
と
い
う
趣
旨
に
な
る
。

　
空
問
・
時
間
と
い
う
空
虚
な
入
れ
物
に
、
物
質
と
い
う
塊
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
常
識
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
頑
と
し
て
受
け

入
れ
な
い
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
哲
学
的
に
表
現
す
れ
ば
、
空
虚
な
入
れ
物
は
「
無
」
で
あ
り
、
物
質
と
い
う
塊
は
「
有
」
で
あ
る
と
い
う
存

在
論
に
な
る
。
こ
れ
を
拒
否
す
る
点
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
自
然
哲
学
の
も
っ
と
も
根
底
的
な
考
え
方
が
潜
ん
で
い
る
。

　
「
普
通
の
表
象
（
臼
Φ
槻
Φ
ご
①
鼠
蒔
Φ
＜
o
δ
什
①
豪
コ
α
q
）
で
は
、
空
間
と
時
間
は
空
虚
な
も
の
と
（
鉱
ω
δ
臼
）
見
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
空
間

と
時
間
を
充
た
す
も
の
に
た
い
し
て
無
関
係
な
も
の
（
ひ
q
巨
9
σ
q
器
鼠
α
q
α
Q
①
α
q
Φ
巳
貯
Φ
色
心
巴
琶
α
q
）
で
あ
る
。
そ
の
く
せ
、
空
間
と
時
間
は
つ

ね
に
充
ち
て
い
る
も
の
（
価
0
9
冒
ヨ
曾
巴
ω
〈
。
ε
と
見
な
さ
れ
、
ま
た
空
虚
な
た
め
に
外
部
か
ら
物
質
で
充
た
さ
れ
る
（
〈
向
自
ω
ω
象
ぽ
9

暴
け
山
臼
ζ
象
興
δ
出
超
①
＝
Φ
コ
N
⊆
冨
ω
ω
Φ
冨
）
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
一
方
で
は
、
物
質
的
な
事
物
を
空
間
と
時
間
に
た
い
し
て
無
関

係
な
も
の
（
屯
皿
o
げ
ひ
q
器
匠
α
q
α
q
o
α
q
睾
菊
動
ニ
ヨ
§
ロ
N
。
ε
と
考
え
な
が
ら
、
他
方
で
は
同
時
に
、
物
質
は
本
質
的
に
空
間
的
で
時
間
的

（
≦
の
ω
①
昌
け
鼠
0
7
『
山
Φ
＝
コ
P
一
圃
O
び
9
コ
α
N
①
一
什
齪
O
『
）
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
」
（
O
N
蝕
》
甲
さ
。
）

　
も
っ
と
粗
っ
ぽ
く
言
え
ば
、
空
間
と
時
間
は
空
虚
で
あ
り
、
か
つ
満
た
さ
れ
て
い
る
。
物
質
は
、
空
間
的
・
時
間
的
で
は
な
い
が
、
か
つ
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三
二

空
間
的
・
時
間
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
存
在
と
無
の
二
元
性
を
徹
底
す
る
形
で
捉
え
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
二
元
性
を
解
消
す
る
こ
と
な
く
保

存
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル
を
設
定
し
て
捉
え
る
か
。
悟
性
は
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
思
索
を
し
て
は
い
な
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
そ
れ
を
存
在
と

無
の
同
二
尊
と
い
う
モ
デ
ル
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
を
徹
底
す
れ
ば
、
空
間
と
蒋
間
の
転
換
と
、
そ
こ
か
ら
の
物
質
の

成
立
と
い
う
運
び
に
な
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
信
じ
て
い
る
。

　
も
し
も
話
を
逆
転
し
て
、
物
質
か
ら
空
間
と
時
鳥
が
分
化
し
て
発
生
し
て
く
る
と
い
う
運
び
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学

的
な
論
述
の
内
容
は
、
そ
う
い
う
逆
転
を
認
め
て
も
い
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
上
の
論
述
に
続
け
て
、
物
質
に
つ
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
物
質
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
（
α
）
物
質
が
合
成
さ
れ
た
も
の
（
建
紹
ヨ
ヨ
Φ
轟
①
ω
簿
N
什
）
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
偏

（
0
昏
⊃
①
一
＞
N
山
V

　
「
こ
れ
は
物
質
の
抽
象
的
な
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
（
鋤
無
漏
汀
菩
ω
需
舞
8
ω
》
漏
ω
ω
曾
①
ぎ
鋤
巳
2
）
、
す
な
わ
ち
空
間
に
関
係
す
る
。
ま
た

物
質
か
ら
時
間
や
、
｝
般
に
形
式
と
い
う
形
式
を
す
べ
て
捨
象
し
た
上
で
、
主
張
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
、
物
質
は
永
遠
で
不
変
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
O
N
の
H
＞
b
⊃
一
b
σ
）

　
「
実
際
ま
た
こ
れ
は
、
上
の
こ
と
か
ら
直
接
に
帰
結
し
て
（
｛
o
薩
…
舞
ヨ
鋒
Φ
ぎ
碧
）
く
る
。
し
か
し
こ
う
い
う
物
質
は
単
に
真
実
味
の
な

い
抽
象
（
諺
霞
Φ
貯
彗
≦
餌
貯
①
ω
諺
σ
ω
嘗
餌
押
ε
ヨ
）
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
O
潔
H
湯
甲
G
。
）

　
物
質
が
合
成
さ
れ
た
も
の
（
巽
緊
密
ヨ
Φ
轟
①
ω
①
§
）
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
視
点
か
ら
晃
れ
ば
連
続
的
で
あ
る
こ
と
と
網
野
に

ば
ら
ば
ら
な
状
態
（
〉
¢
ω
ω
Φ
駝
①
口
縄
口
漏
瓜
Φ
一
，
）
で
あ
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
も
つ
物
質
か
ら
一
面
だ
け
を
抽
象
し
て
き
た
見
方
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
空
間
が
無
限
に
可
分
的
で
あ
る
の
と
國
様
に
物
質
も
無
限
に
可
分
的
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
物
質
か
ら
空
間

を
抽
象
し
、
そ
の
抽
象
態
に
無
限
驚
分
性
を
想
定
し
、
そ
の
想
定
さ
れ
た
無
限
可
分
性
を
ふ
た
た
び
物
質
そ
の
も
の
の
性
質
だ
と
想
定
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
物
質
の
可
分
性
と
か
合
成
性
と
か
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
抽
象
態
に
つ
い
て
の
想
定
を
物
質
そ
の
も
の
に
適
用



・
す
る
と
い
う
過
ち
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
「
物
質
は
永
遠
で
不
変
で
あ
る
」
と
い
う
想
定
と
同
じ
で
、
物
質
か
ら
時
間
や
、
一
般
に

形
式
と
い
う
形
式
を
す
べ
て
捨
象
し
た
上
で
、
そ
の
捨
象
さ
れ
た
抽
象
態
に
成
り
立
つ
こ
と
が
ら
を
物
質
そ
の
も
の
の
本
性
だ
と
兇
な
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
主
張
す
る
。

　
こ
う
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
述
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
は
、
空
間
と
時
間
と
が
そ
の
あ
ら
ゆ
る
矛
盾
を
含
め
て
一
体
で
あ
る
よ
う
な
根
源
的
な

存
在
で
あ
る
。
ぶ
く
ぶ
く
泡
だ
っ
て
発
酵
状
態
に
あ
る
原
始
の
自
然
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
て
も
い
い
。
こ
の
「
ぶ
く
ぶ
く
存

在
」
を
根
底
に
置
い
て
い
る
ヘ
ー
ゲ
ル
か
ら
見
る
と
、
ガ
ラ
ス
の
箱
の
よ
う
な
空
間
に
こ
ち
こ
ち
の
金
属
球
を
置
い
た
よ
う
な
悟
性
の
イ
メ

ー
ジ
は
真
実
味
の
な
い
抽
象
（
置
＝
村
Φ
凶
嵩
¢
昌
〆
＜
Φ
『
吋
①
ω
》
ぴ
ω
け
村
鋤
冒
け
¢
ヨ
）
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
逆
に
言
う
と
、
無
限
の
空
間
に
無
数
の
岡
体
の
粒
子
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う
物
質
世
界
の
根
源
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
哲
学
的
に
突
き
崩

そ
う
と
し
た
ら
、
ど
う
し
て
も
こ
の
「
ぶ
く
ぶ
く
存
在
扁
を
根
底
に
置
く
事
に
な
る
と
い
う
の
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
戦
略
的
な
判
断
で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
原
子
論
を
根
底
か
ら
否
定
す
る
存
在
の
イ
メ
ー
ジ
は
何
か
と
い
う
問
い
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
引
き
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
原
子
論
の
存
在
論
は
、
物
質
は
「
不
可
入
善
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
こ
う
述
べ
て
い

る
。
「
（
β
）
物
質
は
不
可
入
的
（
g
巳
葺
畠
量
轟
H
一
昌
）
で
抵
抗
し
（
芝
茂
霞
ω
鐙
巳
葱
ω
8
昌
）
、
触
わ
る
こ
と
が
で
き
（
｛
器
ぼ
σ
餌
村
）
、
見
る
こ

と
が
で
き
る
（
ω
圃
O
『
け
一
り
卿
「
）
も
の
等
々
で
あ
る
。
」
（
O
・
。
曾
〉
甲
膳
）
「
こ
れ
ら
の
述
語
が
意
味
す
る
の
は
、
物
質
は
一
方
で
は
、
特
定
の
知
覚
に

た
い
し
て
（
堕
口
Φ
「
瓢
凶
Φ
び
Φ
ω
賦
ヨ
発
け
Φ
ぐ
『
山
げ
目
口
①
ず
ヨ
信
口
ひ
q
）
、
「
般
に
他
者
に
た
い
し
て
（
費
興
①
5
＞
巳
興
Φ
ω
）
存
在
す
る
が
、
他
方
で
は
単
独
で

　
（
甘
雲
ω
8
ゴ
）
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
O
b
。
禽
＞
b
。
ふ
）

　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
親
切
に
言
え
ば
、
物
質
は
触
る
こ
と
が
で
き
て
、
な
お
か
つ
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

　
「
不
可
分
的
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
あ
が
る
の
で
あ
る
。
見
る
こ
と
で
想
定
さ
れ
る
内
部
に
、
触
覚
が
到
達
で
き
な
い
。
も
し
も
、
人

間
の
感
覚
が
生
ま
れ
つ
き
触
覚
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
と
す
る
。
異
な
る
部
分
を
同
時
に
知
覚
す
る
と
い
う
経
験
が
非
常
に
制
限
さ
れ
る

結
果
、
同
時
性
を
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
知
覚
が
後
退
す
る
。
例
え
ば
縦
横
の
比
の
感
覚
は
後
退
し
て
消
滅
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
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三
四

は
正
方
形
と
長
方
形
の
区
別
を
し
な
い
世
界
に
棲
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
円
と
五
三
も
同
じ
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
す
る
と
奥
行
き
の
感

覚
は
全
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
不
可
入
営
は
、
物
質
の
固
さ
と
い
う
感
覚
と
区
則
…
が
っ
か
な
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
知
覚
に
対
し
て
、
同
時
的
に
、
同
一
物
と
し
て
の
異
な
る
知
覚
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
の
知
覚
内
容
が
完
全
に

不
斑
通
約
的
で
あ
っ
て
、
共
通
の
要
素
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
岡
一
物
体
が
視
覚
的
に
赤
く
、
触
覚
的
に
重
い
と
い
う
よ
う
な
経
験
が

成
立
す
る
。

　
す
る
と
あ
る
知
覚
に
と
っ
て
の
存
在
（
対
他
存
在
）
と
他
の
も
の
と
の
関
係
の
な
い
単
独
の
存
在
（
対
自
存
在
）
が
同
一
で
あ
る
と
い
う

判
断
が
成
立
す
る
。
悟
性
は
、
そ
こ
か
ら
讐
不
可
慣
性
」
と
い
う
存
在
性
質
が
物
質
に
帰
属
す
る
か
の
よ
う
に
思
い
こ
む
。

　
「
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
ら
は
、
物
質
が
ま
さ
に
空
間
と
時
間
と
の
同
一
性
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
直
接
的
な
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
と

否
定
性
、
す
な
わ
ち
単
独
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
個
劉
性
と
の
同
一
性
と
し
て
持
っ
て
い
る
規
定
で
あ
る
。
」
（
O
b
。
露
〉
さ
。
ム
）

　
通
常
の
悟
性
は
「
物
質
は
合
成
さ
れ
た
も
の
で
不
町
入
墨
だ
」
と
思
っ
て
い
る
。
合
成
と
不
可
入
と
い
う
通
常
の
悟
性
が
認
め
て
い
る
よ

う
な
物
質
の
規
定
が
、
空
間
と
聴
問
の
同
一
性
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
と
単
独
的
個
別
性
と
の
同
｝
性
と
い
う
悟
性
の
認
め
な
い
規
定

か
ら
生
ず
る
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
う
。
悟
性
の
捉
え
て
い
る
こ
と
の
真
実
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
言
う
と
お
り
だ
と
し
た
ら
、
悟
性
は
自
分
が
捉
え

て
い
る
こ
と
の
真
実
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
引
用
文
を
分
析
す
れ
ば
、
物
質
の
内
在
的
な
規
定
と
し
て
、
通
常
認
め
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
規
定
（
合
成
性
と
不
可
冷
性
）
は
、
ま

ず
、
空
間
と
蒋
問
の
同
一
性
（
＆
⑦
冠
①
簿
凶
審
簿
鳥
霧
園
。
。
¢
ヨ
ω
§
匹
α
興
N
①
δ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す

で
に
空
聞
と
時
間
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
散
と
連
続
、
多
様
と
単
一
と
の
両
契
機
が
存
在
す
る
と
い
う
見
方
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を
児
て
き
た
。

　
つ
ぎ
に
、
「
直
接
的
な
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
と
否
定
性
、
す
な
わ
ち
単
独
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
個
別
性
と
の
同
一
性
」
（
島
①

冠
窪
動
輪
結
納
ω
§
ヨ
葺
①
ま
p
。
お
諺
》
諺
ω
2
Φ
営
弩
⊆
2
蛋
豊
漁
臼
Z
o
か
q
鋤
け
…
欝
簿
。
鳥
①
嘱
α
二
巴
ω
鴎
二
2
ω
圃
9
ω
①
δ
コ
匹
窪
同
ぎ
N
①
ぎ
簿
）
の
解
釈
が
問
題

に
な
る
が
、
岡
一
性
の
　
方
の
項
墜
は
、
す
で
に
こ
の
文
脈
で
幾
た
び
も
登
場
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
の
項
目
が
、
α
興
Z
①
ぴ
q
9
。
甑
く
苧



8
Φ
け
○
留
村
山
興
巴
ω
津
興
ω
同
。
ず
ω
①
δ
巳
雪
国
貯
N
Φ
騨
Φ
津
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
難
解
で
こ
の
「
否
定
性
的
（
2
①
ゆ
q
鋤
ぼ
く
陣
器
け
）
を
先
述
の

「
場
所
は
自
己
の
否
定
で
あ
る
」
（
U
9
9
鉱
ω
田
下
Φ
2
Φ
α
Q
鋤
瓜
8
ω
①
貯
興
）
と
同
系
統
の
「
否
定
」
と
重
ね
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
こ
で
は
「
否
定
性
」
（
Z
①
σ
q
鋤
自
判
量
器
け
）
が
、
「
単
独
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
個
別
性
」
（
q
霞
巴
ω
登
霞
ω
圃
9
ω
Φ
δ
コ
鳥
皇
国
ぎ
N
①
管
舞
）

と
同
格
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
が
き
わ
め
て
例
外
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
否
定
性
が
、
単
独
の
個
体
性
と
同
格
に
な
る
と

い
う
文
脈
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
流
れ
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
初
版
で
は
こ
の
部
分
は
「
否
定
画
す
な
わ
ち
生
成
扁
（
島
霞
2
Φ
ひ
q
9
。
号
欝
簿
。
母
『
留
ω
芝
Φ
こ
Φ
口
）
と
な
っ
て
い
た
。
「
い
ま
」
が
「
い
ま
」

と
言
っ
た
と
た
ん
に
、
も
う
そ
の
「
い
ま
」
で
は
な
く
な
る
と
い
う
否
定
性
の
こ
と
で
、
「
生
成
」
と
置
き
換
え
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

そ
れ
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
第
二
版
B
で
「
単
独
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
個
別
性
」
と
書
き
換
え
た
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
の
書
き
換
え

は
前
か
ら
の
文
脈
の
流
れ
に
背
い
て
い
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
に
続
く
文
脈
が
反
撲
と
牽
引
を
導
き
出
し
て
い
く
の
だ
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
初
版
の
文
意
を
二
野
で
大
幅
に
変
更
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
4
　
反
撮
論
の
修
正

　
初
版
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
反
機
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
て
奪
き
出
し
て
い
た
。

　
「
物
質
は
、
自
分
の
否
定
性
の
契
機
、
差
異
性
も
し
く
は
相
互
に
ば
ら
ば
ら
と
な
る
抽
象
的
な
個
別
化
を
通
じ
て
自
己
自
身
を
自
己
自
身

の
内
で
保
持
す
る
。
物
質
は
反
簸
を
も
つ
。
」
（
＞
8
亀
H
U
δ
竃
讐
①
目
δ
冨
。
需
ω
8
三
三
冨
ω
色
げ
ω
け
創
霞
∩
び
9
ω
鼠
。
ヨ
Φ
5
二
穿
①
「
Z
①
α
q
簿
一
く
冨
咲

く
卑
ω
o
ぼ
巴
魯
冨
凶
け
。
匹
騨
鋤
び
ω
け
田
9
興
く
9
Φ
ぎ
N
Φ
ご
轟
α
q
壁
ω
Φ
満
票
α
①
昌
ω
δ
冨
什
菊
9
巳
甑
露
・
）

　
こ
れ
が
次
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

　
「
物
質
は
、
自
分
の
自
己
同
一
性
に
そ
む
い
て
、
否
定
性
の
契
機
、
抽
象
的
な
個
別
化
の
契
機
に
よ
っ
て
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
を

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
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三
六

保
つ
。
こ
れ
が
物
質
の
反
擬
で
あ
る
。
」
（
O
b
。
8
露
．
U
δ
ζ
鶏
豊
①
冨
①
詳
ω
8
げ
σ
q
①
α
q
⑦
巳
導
Φ
置
①
暮
凶
＄
Φ
け
ヨ
詳
ω
8
貫
α
霞
昌
匹
p
。
ω
鼠
。
ヨ
①
茸
同
ξ
興

Z
①
α
q
拶
甑
く
圃
冨
Φ
r
一
ξ
①
『
節
σ
ω
窪
p
。
簿
①
諺
く
①
『
①
冒
N
①
｝
§
ぴ
q
b
¢
ω
①
貯
雪
創
Φ
舞
歌
Φ
菊
Φ
娼
蔦
ω
煎
。
コ
島
興
竃
簿
①
ユ
①
．
）

　
共
通
し
て
い
る
の
は
、
物
質
が
、
相
互
の
抽
象
的
な
個
別
化
と
い
う
自
分
の
否
定
性
の
契
機
を
貫
い
て
、
自
己
保
存
す
る
の
で
、
反
擾
が

成
立
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
自
分
が
自
分
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
否
定
性
を
貫
い
て
自
己
同
一
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
他
の
も
の
を
排

除
す
る
反
身
が
働
く
と
解
釈
し
た
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
二
版
に
な
る
と
「
自
己
自
身
の
内
で
扁
（
一
⇒
　
凶
7
脱
　
ω
ω
一
げ
。
σ
け
）
が
削
除
さ
れ
て
、
「
自
分
の

自
己
同
一
性
に
そ
む
い
て
」
（
σ
q
①
ひ
q
①
三
ξ
①
冠
①
簿
冨
簿
ヨ
一
け
。
。
8
げ
）
と
い
う
言
葉
が
加
わ
る
。

　
つ
ま
り
初
版
で
は
、
箱
入
り
娘
が
誘
惑
を
斥
け
て
自
己
同
一
を
保
つ
の
が
反
回
だ
が
、
二
版
以
降
で
は
身
を
捨
て
て
こ
そ
浮
か
ぶ
瀬
も
あ

れ
と
ば
か
り
に
他
者
と
関
わ
っ
て
自
己
を
維
持
す
る
と
い
う
積
極
的
な
反
嬢
に
な
る
。
つ
ま
り
否
定
性
を
発
揮
し
な
が
ら
個
体
性
を
保
つ
と

い
う
意
味
で
の
「
否
定
号
し
が
急
登
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
が
、
「
否
定
深
す
な
わ
ち
生
成
」
（
鳥
興
窯
ω
α
q
鋤
酔
圃
〈
凶
8
簿
。
α
2
島
①
ω
妻
巽
紆
巳
と
い

う
お
と
な
し
い
表
現
か
ら
、
「
否
定
慰
す
な
わ
ち
単
独
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
個
別
性
」
（
野
薄
Z
①
α
q
9
。
け
三
富
簿
。
号
憎
匹
興
巴
。
・
無
事
ω
圃
9

ω
Φ
δ
巳
零
田
護
①
ヨ
①
凶
C
と
い
う
積
極
的
な
・
王
体
性
と
し
て
の
否
定
性
、
す
な
わ
ち
反
機
に
ふ
さ
わ
し
い
否
定
性
に
書
き
換
え
ら
れ
た
理
由

で
あ
ろ
う
。

　
否
定
的
統
…
で
牽
引
を
説
明
す
る
と
い
う
次
の
段
階
で
も
改
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
文
章
を
短
縮
し
た
だ
け
で
あ
る
。
初
版
で
は
「
物

質
の
桐
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
は
し
か
し
ま
さ
に
こ
う
し
た
差
異
す
る
も
の
が
同
一
で
あ
る
と
言
う
理
由
で
本
質
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な

わ
ち
こ
う
し
た
相
互
に
ば
ら
ば
ら
に
存
在
す
る
単
独
存
在
の
否
定
的
統
　
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
連
続
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
」
（
》
“
。
9
8
・
。
噸
穿
冨

〉
煽
ω
ω
①
話
貯
飴
跡
島
興
圃
露
2
。
9
目
Φ
σ
Φ
嵩
ω
o
薫
Φ
ω
①
葺
ぎ
戸
≦
巴
α
δ
ω
①
＜
Φ
お
9
凶
巴
魯
曾
①
ぎ
窺
嵩
鳥
α
器
。
。
繋
げ
Φ
ω
言
身
締
①
器
ひ
q
鋤
け
圃
＜
Φ
や
リ
ヨ
7
Φ
律
蝕
Φ
ω
①
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

鋤
器
。
。
①
誘
ヨ
9
巳
段
ω
の
く
2
μ
畠
窪
閃
⊆
①
邑
。
冴
Φ
旨
ρ
1
ω
o
ヨ
搾
o
O
無
恥
仁
凶
島
6
『
）
「
物
質
は
し
た
が
っ
て
牽
引
を
も
つ
。
」
（
》
じ
。
O
ぶ
8
ω
●
O
δ
ζ
勲
爵
δ

9
一
α
書
室
〉
葺
霧
二
9
ゼ
）
連
続
的
だ
か
ら
牽
引
が
成
り
立
つ
と
い
う
論
旨
は
、
下
版
で
も
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
「
こ
れ
ら
の
差
異
の
あ

る
も
の
が
［
そ
れ
ぞ
れ
］
岡
一
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
で
存
在
す
る
単
独
存
在
の
否
定
的
統
一
も
、
本
質
的
で
あ



る
。
こ
う
し
て
物
質
は
連
続
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
物
質
の
牽
引
で
あ
る
。
」
（
O
卜
。
露
露
■
P
弓
げ
Φ
誘
。
≦
Φ
ω
Φ
艮
一
甘
ぼ
。
。
∬
≦
Φ
牒
9
Φ
ω
Φ
＜
Φ
誘
。
ぼ
巴
讐
讐

Φ
冒
∬
昌
鳥
匹
餌
ω
ω
色
げ
Φ
ω
ぎ
9
島
Φ
器
α
Q
象
ぞ
①
国
ぎ
冨
律
島
Φ
ω
Φ
ω
四
話
。
・
興
①
ぎ
食
。
ご
島
艘
ω
虫
9
山
Φ
昌
悶
器
「
臨
9
ω
Φ
貯
巨
象
Φ
竃
鋤
け
①
鉱
巴
ω
け
ω
○
里
山
二
8
耳
ヨ
g
一
Φ
島
。
戸

一
圃
ξ
Φ
》
洋
類
簿
凶
o
p
）

　
次
の
「
重
さ
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
、
記
述
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
初
版
で
は
「
こ
う
し
た
契
機
の
統
一
が
重
さ
で
あ
る
」

（
》
b
O
O
心
↓
一
■
H
）
一
①
国
圃
づ
ザ
①
一
け
血
一
Φ
ω
Φ
嘱
竃
O
呂
P
①
P
け
①
一
ω
け
飢
凶
①
ω
O
げ
♂
く
Φ
目
①
’
）
と
非
常
に
あ
っ
さ
り
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
契
機
を
集
約
し

て
い
る
の
が
「
重
さ
」
だ
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
そ
れ
が
二
身
で
は
詳
述
さ
れ
る
。

「
物
質
は
不
可
分
的
に
反
嬢
と
牽
引
の
両
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
契
機
の
否
定
的
統
一
、
す
な
わ
ち
個
別
性
で
あ
る
。
物
質
は
、
し

か
し
、
物
質
の
直
接
的
な
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状
態
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
だ
区
別
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
物
質
は
、
そ
れ

自
身
ま
だ
物
質
的
な
も
の
と
し
て
措
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
観
念
的
な
個
別
性
、
す
な
わ
ち
、
中
心
で
あ
る
。
1
こ
れ
が
重
さ
で
あ

る
。
」
（
O
b
o
爵
6
G
Q
■
U
δ
三
国
Φ
鼠
①
置
δ
窪
目
Φ
雪
σ
霞
σ
①
篠
①
ω
§
α
昌
①
α
Q
讐
署
Φ
め
貯
げ
Φ
巨
象
Φ
ω
9
竃
O
ヨ
Φ
馨
ρ
團
言
Φ
貯
Φ
言
四
び
Φ
塊
巴
ω
α
q
⑦
ひ
q
Φ
コ
α
鋤
ω

§
ヨ
捧
色
げ
鋤
「
Φ
》
話
ω
臼
Φ
凶
日
き
匹
曾
亀
2
鼠
讐
Φ
臨
Φ
8
0
ゲ
g
コ
叶
9
ω
o
匡
巴
9
二
昌
良
9
毎
ヨ
ω
Φ
ぎ
ω
け
8
9
菖
。
耳
巴
ω
ヨ
象
①
爪
甲
巴
α
q
Φ
ω
雲
鉾
己
Φ
Φ
濠

図
ぎ
器
騨
鼠
け
」
≦
葺
①
督
＝
昌
露
”
一
黛
①
ω
9
≦
興
Φ
．
）

　
ひ
ど
く
難
解
に
見
え
る
文
章
だ
が
、
解
釈
の
試
案
を
提
示
し
て
お
く
。

　
物
質
の
中
で
は
、
い
つ
も
反
擾
と
牽
引
と
が
火
花
を
散
ら
し
あ
っ
て
い
る
。
反
擬
は
牽
引
な
し
に
は
成
り
立
た
ず
、
牽
引
は
反
言
な
し
に

は
成
り
立
た
な
い
。
そ
の
両
者
は
不
可
分
で
あ
る
。
物
質
は
、
こ
の
二
つ
の
契
機
の
統
一
で
あ
り
な
が
ら
、
い
つ
も
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
い

う
あ
り
方
を
す
る
中
心
で
あ
る
。
右
に
傾
け
ば
右
で
は
な
い
と
言
い
、
左
に
傾
け
ば
左
で
は
な
い
と
雷
う
。
ど
こ
と
い
う
一
点
を
指
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
い
う
仕
方
で
ど
ち
ら
で
も
あ
る
よ
う
な
統
一
、
す
な
わ
ち
「
否
定
的
統
こ
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
八

　
こ
う
い
う
形
で
、
物
質
は
一
定
の
空
間
的
規
定
と
時
聞
的
な
規
定
を
も
つ
個
別
性
で
あ
る
。
物
質
は
、
し
か
し
、
相
互
に
ば
ら
ば
ら
な
状

態
に
分
散
し
て
い
く
の
に
対
抗
す
る
中
心
を
も
っ
て
い
て
、
他
の
物
か
ら
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
の
物
か
ら
違
い
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
、
い
わ
ば
他
律
的
に
自
立
し
て
い
る
。
物
質
は
、
そ
れ
自
身
ま
だ
物
質
的
な
も
の
と
し
て
措
定
（
画
定
）
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

の
個
別
性
は
観
念
的
な
個
別
性
、
す
な
わ
ち
、
ど
こ
か
に
必
ず
中
心
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
集
約
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
重
さ
で
あ
る
。
鉛
の

重
さ
も
金
の
重
さ
も
、
陶
じ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
言
え
る
の
は
、
重
さ
が
特
殊
化
さ
れ
て
い
な
い
物
質
の
規
定
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
の

論
述
の
な
か
で
も
空
間
的
規
定
と
時
間
的
な
規
定
が
物
質
そ
の
も
の
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
空
聞
・
時
間
・
物
質
に
つ
い
て
、
存
在
の
様
相
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
同
一
の
存
在
で
あ
る
と
み
な
す
誤
謬

推
理
を
犯
し
て
い
な
い
か
、
空
間
と
時
間
の
質
的
差
異
（
数
学
的
次
元
の
違
い
）
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
出
し
た
。

　
存
在
の
様
相
が
岡
　
で
あ
る
以
前
に
す
で
に
、
空
聞
・
時
間
・
物
質
は
存
在
の
変
容
と
し
て
、
同
一
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
ヘ
ー
ゲ
ル
の

論
述
は
、
．
様
相
の
同
一
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
規
定
が
存
在
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
に
根
ざ
し
て
い
る
。
空
間
も
時
間
も
存
在
で

あ
る
。

　
『
エ
ン
ツ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
蜘
初
版
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
カ
ン
ト
の
感
性
論
へ
の
配
慮
が
、
二
丁
（
三
権
）
に
は
見
ら
れ
る
が
、

「
純
粋
形
式
」
と
い
う
カ
ン
ト
の
見
方
と
は
鋭
く
対
立
し
て
い
る
は
ず
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
空
間
・
時
曲
論
で
、
「
形
式
」
と
い
う
概
念
に
つ
い

て
の
カ
ン
ト
と
の
対
立
点
が
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
不
可
解
で
も
あ
り
、
残
念
で
も
あ
る
。

　
空
間
と
時
間
の
次
元
が
異
な
る
と
い
う
問
題
点
に
関
し
て
も
、
そ
れ
は
存
在
の
変
容
と
し
て
岡
一
の
存
在
の
異
な
る
姿
で
あ
る
か
ら
、
相

互
の
転
換
が
可
能
に
な
る
の
だ
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
根
源
一
景
の
自
己
展
開
的
変
容
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
も
の
が
産
み
出

さ
れ
て
い
く
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
哲
学
を
通
じ
て
描
き
だ
そ
う
と
し
て
い
た
も
の
は
、
生
命
的
な
存
在
の
自
己
変
容
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
貫
徹

で
あ
っ
た
。
そ
の
存
在
の
規
定
と
し
て
の
数
と
量
は
存
在
し
て
も
、
そ
の
根
源
存
在
の
外
部
に
数
学
と
か
幾
何
学
と
か
が
独
立
の
系
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

劉
の
世
界
、
別
の
空
間
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
哲
学
体
系
に
お
け
る
「
数
学
」
の
抹
消
の
意
味



す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
注

（
工
）
　
初
版
A
の
み
に
存
在
し
古
版
B
と
三
論
C
で
削
除
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
ど
の
部
分
か
と
い
う
問
い
に
厳
密
に
答
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
。
初

版
の
ご
く
一
部
分
が
、
二
版
と
三
版
に
編
入
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
全
集
の
厳
密
な
校
訂
版
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

加
藤
尚
武
訳
『
自
然
哲
学
』
（
下
）
岩
波
書
店
の
付
録
に
、
選
言
の
照
合
表
を
載
せ
た
が
、
か
な
り
過
ち
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
素
読
し
て
比
較
し

た
だ
け
で
は
誤
り
を
排
除
で
き
な
い
の
で
、
岩
波
書
店
付
録
記
載
の
「
B
C
な
し
」
鼓
胴
（
二
審
と
三
版
に
欠
落
し
て
い
る
節
）
に
つ
い
て
キ
イ
ワ
ー
ド

を
選
び
、
そ
の
キ
イ
ワ
ー
ド
を
全
巻
検
索
す
る
こ
と
で
確
認
し
た
。

　
　
　
し
d
O
な
し
日
》
卜
◎
O
㎝
、
閑
。
Φ
6
Φ
「
甫
①
詳
、
勺
げ
《
ω
障
で
確
認
。

　
　
　
b
d
O
な
し
”
〉
卜
。
O
㊤
、
○
「
⇔
〈
謬
鋤
口
。
口
で
確
認
。

　
　
b
d
O
な
し
臓
＞
b
。
一
ω
、
切
O
b
。
①
①
と
関
連
性
あ
る
が
、
b
U
O
な
し
と
認
定
。

　
　
　
b
d
O
な
し
臓
諺
ト
こ
H
心
、
○
繊
鵠
①
同
で
確
認
。

　
　
b
q
O
な
し
腫
》
N
嵩
、
の
8
ω
ω
で
確
認
。

　
　
　
b
d
（
）
な
し
ほ
》
b
Q
H
①
、
ω
o
び
≦
駿
〇
二
巳
容
で
確
認
。

　
　
　
b
σ
O
な
し
隅
諺
b
。
罵
、
Q
o
Φ
貯
で
確
認
。

　
　
　
U
σ
0
な
し
膵
諺
b
。
b
。
卜
。
、
ご
。
プ
葺
。
①
壱
霞
で
確
認
。

　
　
　
b
U
O
な
し
開
〉
卜
。
N
ω
、
間
違
い
。
じ
d
O
N
お
と
一
致
。

　
　
b
d
O
な
し
開
》
器
戯
、
ω
℃
m
導
§
ひ
q
で
確
認
。

　
　
　
b
ご
O
な
し
趾
》
b
。
。
。
㎝
、
ヨ
①
o
冨
三
ω
0
7
で
確
認
。

　
　
じ
d
O
な
し
鵬
》
b
。
戯
O
、
ざ
ひ
q
①
冒
α
で
確
認
。

　
　
　
b
σ
O
な
し
闘
〉
卜
。
自
、
O
σ
凄
魯
ひ
q
Φ
ω
鐙
胃
で
確
認
。

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
扁
の
改
訂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
哲
学
研
究

　
　
　
し
ご
O
な
し
豚
》
い
。
お
、

　
　
　
切
O
な
し
訂
》
漣
ω
、

　
　
　
し
d
O
な
し
臼
》
b
。
置
、

　
　
　
b
d
O
な
し
”
》
謹
刈
、

　
　
　
b
U
O
な
し
u
＞
昏
。
黛
、

　
　
　
b
づ
○
な
し
”
》
N
締
、

　
　
　
O
d
O
な
し
“
〉
誤
ω
、

　
　
　
b
ご
O
な
し
腱
》
b
。
総
、

　
　
　
切
O
な
し
馴
＞
b
。
㎝
朝
、

　
　
　
じ
U
O
な
し
”
》
N
α
①
、

　
　
　
じ
ご
O
な
し
“
》
b
。
①
H
、

　
　
　
b
σ
O
な
し
難
諺
N
＄
、

　
　
　
ゆ
O
な
し
欝
＞
N
認
、

　
　
　
し
σ
O
な
し
腫
諺
昏
。
刈
Q
。
、

　
公
開
さ
れ
て
い
る

　
開
し
た
い
と
思
う
。

（
2
）
山
口
誠
一

年
所
収
を
参
照
。

（
3
）

第
五
百
六
十
八
号

ごσ

n
な
し
ほ
》
卜
。
①
○
。
、
○
①
ω
畠
犀
煽
欝
ひ
q
ω
讐
○
で
確
認
。

四
〇

エ
ン
ツ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
初
版

　
　
　
　
　
　
「
ヘ
ー
ゲ
ル
・
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
」

　
　
　
　
　
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
理
解
」
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
協
会
＋
水
地
宗
明
編
一
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
影
響
史
毎

初
版
A
虚
心
の
表
記
と
、

N
①
誘
℃
屋
護
ひ
q
げ
舞
で
確
認
。

内
訂
コ
ひ
q
で
確
認
。

N
Φ
謬
∋
○
ヨ
①
葺
で
確
認
。

鋤
σ
ひ
q
①
ω
〇
三
〇
協
Φ
昌
で
確
認
。

ζ
Φ
欝
島
欝
簿
で
確
認
。
－

ω
◎
一
凶
9
8
簿
で
確
認
。

鼠
薄
9
ρ
｝
δ
○
×
雛
Φ
で
確
認
。

閃
①
二
霞
で
確
認
。

ω
賦
。
δ
8
駿
で
確
認
。

σ
Φ
α
Q
①
凶
ω
審
で
確
認
。

o
げ
Φ
ヨ
凶
の
。
げ
で
確
認
。

び
二
⇒
で
確
認
。

め
簿
四
2
ω
ω
の
暑
づ
財
身
で
確
認
。

ω
償
9
①
鐸
圃
蕊
邸
露
で
確
認
。

　
　
　
　
（
A
版
）
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
『
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
・
エ
ン
ツ
ユ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
i
島
の
電
子
テ
キ
ス
ト
は
、
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
ほ
ぼ
校
訂
が
済
ん
だ
の
で
「
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
会
」
を
通
じ
て
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
堂
、
一
九
九
八

　
　
目
次
の
指
示
す
る
本
文
内
の
見
出
し
表
記
と
が
｛
致
し
て
い
な
い
。
匿
次
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
テ
キ
ス
ト



　
内
で
は
（
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
国
「
ω
酔
Φ
「
↓
げ
Φ
嘗
U
δ
ζ
9
0
け
び
Φ
ヨ
鋤
賦
片
（
国
話
審
圏
8
げ
Φ
凶
H
■
∪
δ
］
≦
四
四
『
Φ
ヨ
四
四
騨
）

　
　
N
≦
Φ
諒
臼
↓
7
①
F
U
圃
Φ
勺
7
＜
o
。
一
界
α
Φ
ω
¢
5
0
憎
α
q
四
三
ω
O
げ
Φ
コ
（
N
≦
Φ
津
Φ
片
屋
ゲ
Φ
簿
U
冨
勺
げ
団
ω
貯
）

　
　
　
〉
．
∪
冨
竃
O
O
げ
国
巳
搾
（
〉
■
U
δ
］
≦
①
O
げ
鋤
三
評
）

　
　
　
b
d
．
U
凶
Φ
国
δ
B
Φ
降
8
臨
ω
O
げ
O
℃
げ
く
ω
騨
（
じ
d
．
閏
δ
ヨ
Φ
⇔
け
9
0
「
凶
ω
O
げ
Φ
勺
げ
く
ω
貯
）

　
　
　
　
ρ
国
H
①
ヨ
①
P
8
嵩
ω
O
ず
O
閑
O
①
『
℃
Φ
村
（
P
U
凶
Φ
Φ
δ
ヨ
Φ
コ
け
p
o
「
一
ω
O
げ
Φ
閤
O
①
『
℃
Φ
こ

　
　
　
　
σ
●
国
δ
ヨ
Φ
づ
け
Φ
（
ぴ
．
U
凶
Φ
国
δ
ヨ
Φ
欝
叶
Φ
）

　
　
　
　
ρ
国
δ
B
Φ
昌
辟
9
◎
ユ
ω
O
げ
賃
勺
吋
O
∩
Φ
ω
ω
（
ρ
U
Φ
尻
Φ
δ
ヨ
Φ
欝
冨
凱
。
り
O
げ
Φ
℃
『
O
O
Φ
ω
ω
）

　
　
　
O
U
冨
営
巳
く
置
口
Φ
H
δ
勺
げ
く
ω
騨
（
O
H
浮
臼
く
こ
二
Φ
＝
Φ
℃
げ
《
ω
穿
）

　
　
　
　
P
Ω
Φ
ω
9
掃
（
p
⊃
’
U
同
Φ
O
①
ω
3
一
叶
）

　
　
　
　
げ
．
b
u
Φ
ω
O
P
α
①
吋
虹
昌
α
q
匹
Φ
「
囚
O
Φ
村
O
Φ
「
（
σ
●
∪
δ
し
d
Φ
ω
O
欝
◎
Φ
層
ニ
コ
α
Q
匹
賃
¢
コ
汁
①
誘
O
ぼ
Φ
山
Φ
）

　
　
　
　
ρ
勺
「
O
O
Φ
ω
ω
島
Φ
吋
く
Φ
吋
O
ヨ
N
Φ
ご
コ
α
q
（
ρ
U
Φ
凪
勺
「
O
O
Φ
ω
ω
瓢
Φ
税
＜
Φ
「
Φ
ヨ
N
Φ
冨
コ
α
q
）

　
　
∪
ユ
け
8
脱
↓
ず
Φ
蹄
ド
U
δ
勺
び
く
ω
凶
貯
創
Φ
ω
○
噌
α
q
m
鉱
o
o
O
ゲ
Φ
コ
（
U
ユ
茸
Φ
「
日
げ
臨
r
O
貝
ひ
q
p
Ω
三
ω
O
び
Φ
℃
げ
団
ω
節
）

　
　
　
｝
◆
U
δ
α
q
Φ
9
0
0
q
同
ω
O
げ
Φ
Z
鶏
瓢
村
（
〉
．
∪
δ
α
q
Φ
O
δ
o
q
同
ω
O
げ
Φ
Z
⇔
け
¢
巳

　
　
　
b
σ
．
U
圃
Φ
＜
Φ
ぴ
q
Φ
け
鋤
⊆
嵩
o
p
巳
お
Z
自
。
け
鑑
村
（
じ
d
．
U
δ
〈
Φ
α
q
Φ
8
び
臣
ω
∩
げ
Φ
Z
讐
＝
吋
）

　
　
　
ρ
U
Φ
『
什
三
Φ
ユ
ω
O
ず
①
O
『
α
q
鋤
旺
ω
ヨ
虹
ω
（
O
U
①
憎
叶
三
Φ
誌
ω
O
げ
Φ
○
村
α
Q
鋤
三
ω
ヨ
蝿
ω
）

（
4
）
　
］
≦
8
げ
鉱
芝
。
這
出
Φ
α
q
巴
望
コ
島
0
江
河
。
げ
ど
冒
、
．
頃
Φ
ひ
q
Φ
δ
勺
ぼ
δ
ω
o
唱
三
①
口
裂
Z
国
ε
「
、
．
算
ω
α
q
．
く
。
昌
国
。
目
℃
簿
曾
頃
。
誘
什
ヨ
餌
欝
＝
口
鵠
α
】
≦
凶
。
げ
鋤
9
一
〇
ゲ
コ

勺
①
窪
ざ
屡
勧
学
O
o
零
0
6
。
。
ρ
ω
」
㊤
P
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
数
学
の
哲
学
は
（
体
系
的
に
は
『
論
理
学
』
の
特
定
の
部
分
、
特
に
第
一
巻
に
あ
り
、
ま
た
『
自
然

哲
学
』
の
冒
頭
の
寺
上
に
含
ま
れ
て
い
る
）
は
、
こ
う
し
た
展
望
か
ら
み
る
と
独
自
の
位
置
を
占
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
｝
九
世
紀
数
学
史
を
ふ
ま
え

　
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
数
学
論
の
位
置
づ
け
を
論
ず
る
好
論
文
だ
が
、
「
数
学
扁
を
扱
う
こ
と
と
「
存
在
の
数
的
な
規
定
」
を
扱
う
こ
と
の
区
別
を
し
な
い
、
従

来
ま
で
の
素
朴
な
見
方
を
示
し
て
も
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂

四
｝



　
　
　
哲
学
研
究
　
第
五
百
六
十
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
四
二

　
勺
■
漏
電
Φ
二
≦
出
置
Φ
讐
簿
凶
ω
9
Φ
昌
昌
伽
コ
p
。
け
舞
≦
δ
ω
窪
ω
山
骨
津
一
搾
げ
㊦
ζ
o
島
Φ
嵩
①
ヨ
鳥
Φ
「
勺
7
躍
。
ω
o
℃
三
①
ω
o
冨
＝
ぎ
ひ
q
ω
＝
豊
田
＝
Φ
ぴ
q
免
ρ
お
㊤
①
「
『
o
ヨ
ヨ
叫
瓢
コ

国
。
一
N
び
o
o
α
q
は
数
学
や
物
理
学
か
ら
採
用
さ
れ
た
概
念
を
比
喩
的
に
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
シ
ェ
リ
ン
グ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
の
根
本
的
な
特
徴

　
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
視
点
で
、
き
わ
め
て
詳
細
な
資
料
調
査
を
し
て
い
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
体
系
に
お
け
る
「
数
学
」
の
消
滅
に
は
言
及
し
て
い
な

　
い
。

（
5
）
　
実
は
「
生
理
学
」
（
勺
ξ
。
。
一
〇
一
〇
〇
q
一
①
）
と
い
う
表
題
は
、
こ
の
節
で
一
回
登
場
し
た
だ
け
で
、
目
次
で
も
、
ま
た
本
文
の
該
当
個
所
で
も
使
わ
れ
て
は

　
い
な
い
。
用
例
と
し
て
は
ス
パ
ラ
ン
ツ
ァ
ー
二
に
言
及
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
》
b
。
。
。
メ
ご
J
O
。
。
①
9
が
、
こ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
が
自
分
の
言
葉
と
し
て
用
い

　
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
嵩
彗
ω
と
≦
Φ
い
鋤
ヨ
ヨ
Φ
汀
勺
ξ
臨
。
δ
伊
q
δ
呂
q
Z
簿
；
琶
巨
。
ω
o
ロ
三
Φ
ヨ
∪
①
露
ω
〇
三
磐
α
¢
∋
一
。
。
O
ρ
ヨ

　
、
．
Z
鉾
二
壱
銘
一
〇
ω
O
O
三
①
．
－
ξ
ω
α
q
’
＜
◎
コ
○
δ
《
＼
ゆ
¢
茜
興
－
一
Φ
㊤
ω
牢
O
ヨ
宣
旨
口
出
O
一
N
σ
O
O
ぴ
q
を
参
照
。

（
6
）
　
ス
ピ
ノ
ザ
噸
エ
チ
カ
臨
第
一
部
公
理
一
「
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
そ
れ
自
身
の
内
に
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
他
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
。
」
（
世
界

　
の
名
著
、
3
0
「
ス
ピ
ノ
ザ
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
」
七
八
頁
、
中
央
公
論
社
）

（
7
）
　
ζ
①
o
ぎ
琶
《
の
訳
語
を
「
機
械
論
扁
と
す
る
の
は
、
日
本
語
で
は
通
常
「
寓
①
o
審
塾
（
」
の
訳
語
は
「
力
学
」
で
あ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
で
は
「
力
の

　
学
」
と
い
う
意
味
が
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
8
）
　
い
。
嘗
開
霊
①
凶
ω
魯
7
8
κ
禽
…
頃
Φ
α
q
鉱
。
＝
胃
病
｝
冨
ヨ
簿
凶
8
妙
づ
当
国
×
冨
ユ
ヨ
Φ
二
巴
ω
9
曾
o
ρ
冒
．
類
Φ
α
q
巴
飴
コ
山
Z
Φ
≦
け
。
巨
匠
三
ω
∋
－
、
a
幽
げ
賓
ζ
8
7
餌
色

急
ぎ
℃
①
嘗
ざ
お
㊤
ω
剛
〈
貯
≦
①
同
や
器
野
「
質
と
星
を
相
対
的
対
立
を
含
む
も
の
と
し
て
扱
う
際
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
古
代
に
類
型
的
で
あ
る
よ
う
な
数
学

的
客
観
性
と
物
理
的
客
観
性
を
素
朴
に
分
離
す
る
こ
と
も
、
近
代
に
類
型
的
で
あ
る
よ
う
な
同
じ
よ
う
に
素
朴
な
両
者
の
同
一
視
も
回
避
し
て
い
る
。
」

　
こ
の
筆
者
が
い
う
「
素
朴
で
な
い
関
係
」
を
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
か
に
依
存
す
る
が
、
私
は
ま
ず
ヘ
ー
ゲ
ル
が
素
朴
な
同
　
視
と
い
う
地
盤
で
、
そ
の

　
上
に
対
立
の
関
係
を
ね
じ
込
ん
だ
と
見
た
方
が
誤
解
が
少
な
い
と
思
う
。

（
9
）
≦
。
藷
磐
磯
し
d
。
量
8
2
…
堂
①
こ
ご
㊦
σ
q
毎
①
a
＝
護
㊦
ぎ
①
「
2
国
叶
ξ
9
ぎ
ω
8
三
㊦
σ
Φ
凶
開
餌
鼻
ω
。
悪
目
轟
噌
孚
弱
§
儀
因
原
Φ
r
ち
竃
≦
ぎ
触
δ

　
嗣
ハ
一
〇
ω
8
一
返
餌
コ
謬
ω
■
鵠
P
「
空
間
点
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
矛
盾
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
空
間
点
が
＝
圓
で
は
空
間
的
で
は
な
く
、
他
面
で
は
空
間
と
の
関

　
係
で
は
や
は
り
空
間
的
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
そ
こ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
流
れ
（
霊
一
Φ
ω
ω
e
ψ
と
い
う
代
わ
り
に
点
が
他
と
な
る
（
〉
琶
9
ω
≦
Φ
学

　
匹
魯
）
と
か
自
己
の
外
に
で
る
（
》
鴛
。
。
ω
㊦
誘
圃
〇
三
ハ
。
ヨ
ヨ
①
嵩
）
と
か
言
う
。
」



（
1
0
）
　
↓
ぎ
ヨ
器
閑
巴
Φ
9
Φ
茜
…
虫
Φ
じ
d
Φ
坤
Φ
ピ
昌
α
q
雨
曇
Z
簿
弩
－
Z
讐
貫
§
α
q
ら
色
び
ω
9
Φ
≦
二
ω
ω
け
ω
Φ
ぽ
冒
鳥
Φ
「
勺
蕉
一
〇
ω
o
嘗
一
①
寓
Φ
α
q
Φ
δ
－
」
8
刈
「
Φ
認
×

冨
Φ
言
霞
ω
■
雛
ρ
「
時
間
の
生
成
は
一
面
で
は
同
語
反
復
的
な
導
出
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
空
間
が
生
成
し
た
の
は
、
空
間
が
時
間
で
あ
り
、
空

間
が
精
神
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
い
う
前
提
か
ら
の
み
考
察
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
の
人
は
比
較
的
無
批
判
的
に
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
述
を
追

　
い
か
け
て
い
る
の
だ
が
、
「
同
語
反
復
的
」
と
い
う
表
現
は
的
中
し
て
い
る
と
思
う
。

（
1
1
）
　
9
9
興
題
号
a
ω
o
ぎ
Φ
こ
Φ
5
力
舞
β
N
Φ
詫
菊
Φ
冨
ぼ
く
詫
m
Φ
け
”
H
O
。
。
b
。
＜
葺
。
ユ
。
閑
一
〇
ω
δ
霞
ヨ
効
§
ω
．
＄
’
「
空
間
が
自
体
的
に
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

　
い
る
た
め
に
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
思
考
は
概
念
の
本
性
に
依
拠
し
て
い
る
扁
と
の
べ
て
空
間
の
三
次
元
と
概
念
の
三
契
機
と
の
連
関
に
触
れ
て
い
る
が
、
問
題

は
概
念
の
三
契
機
が
空
間
の
直
観
的
な
意
味
で
の
三
次
元
と
同
一
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
2
）
　
原
文
の
9
。
虹
ω
ω
興
①
冒
鋤
巳
。
誘
Φ
鴫
Φ
雛
山
Φ
溢
を
霊
ω
ω
o
お
ぎ
僧
巳
禽
ω
Φ
団
Φ
民
①
冨
と
修
正
。

（
1
3
）
　
ζ
．
旨
勺
粟
蔓
（
穿
ω
α
q
．
）
”
瓢
Φ
配
色
§
鳥
2
讐
鶏
日
ω
ω
魯
ω
o
蕃
噛
8
P
お
。
。
刈
等
。
ヨ
頬
面
暮
出
2
N
ぴ
o
o
ぴ
q
所
収
の
い
〇
二
出
国
α
¢
口
。
論
旨
①
置
0
7
冨
。
冨
旨

9
9
。
3
①
ヨ
讐
置
。
げ
①
℃
げ
一
δ
ω
o
℃
三
Φ
§
鳥
出
Φ
ぴ
q
Φ
一
ω
o
げ
Φ
窯
巴
①
ぎ
弾
G
Q
．
。
。
り
跨
に
つ
い
て
の
討
論
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
国
。
Φ
ω
冨
の
発
言
「
貴
方
の
意
見

　
で
は
数
学
は
実
在
哲
学
の
な
か
の
特
殊
科
学
に
は
帰
属
さ
せ
ら
れ
な
い
で
、
そ
の
限
り
で
存
在
者
の
存
在
を
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
か
と
う
・
ひ
さ
た
け
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
〔
倫
理
学
〕
教
授
）

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
る
「
自
然
哲
学
」
の
改
訂
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN
　　　ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

The　outline　of　such　an　article　as　aPPears　in　more　than　one　number　of　this

magazine　is　to　be　given　together　with　the　lczst　instalment　of　the　article．

　　　　　　　　　　　Revision　of　Hegel’s　EncycloPaedin

Disappearance　of　the　“Mathematics”　from　his　System

by　Hisatake　KATo

Professor　of　Ethics

Graduate　School　of　Letters

Kyeto　University

　　Kegel　revised　the　EncycloPaedia　of　the　Philosophical　Science　twice．　ln　the　first

revision　Hegel　made　substantial　changes　but　the　second　revision　was　a　minor

one．　One　of　the　important　changes　in　the　first　revision　can　be　found　at　the

beginning　of　the　Philosophy　of　Nature，　where　the　heading　of　“Mathematics”　was

replaced　by　‘CMechanicsl’Accordingly，　the　body　of　the　text　was　also　rewritten．

This，　however，　is　not　a　substantial　change，　for　although　the　heading　was

Mathematics　in　the　original　edition，　Mathematics　was　not　discussed　there．　The

important　point　is　that　as　a　result　there　is　no　place　for　Mathematics　in　Hegel’s

system　of　phiiosophy．　From　the　outset　Hegel　tried　to　avoid　presupposing　a　world

of　ideas　that　lay　outside　the　existing　world．　Space　and　time　are　also　determina－

tions　of　existence．　Therefore　it　is　pessible　te　explain　the　reciprocal　transforma－

tion　between　space　and　time　in　terms　that　both　space　and　time　are　determina－

tions　of　the　existing　world．　The　underpinning　rationale　is　a　monism　of　the

1



existing　world　in　the　sense　that　all　the　determinations　are　the　transformations

of　Be呈ng．

Faith　in　Christianity　and　religious　language

by　Sadarr｝ichi　AsHINA

Associate　Professor　of　Christian　Studies

Graduate　School　of　Letters

Kyoto　University

　　What　is　faith？　What　is　the　basic　structure　of　faith？　IR　what　kind　of　dynamic

process　does　faith　become　real？　ln　this　paper，　we　aim　to　answer　these　questions

in　relation　to　christian　faith．

　　To　approach　．the　basic　structure　of　faith，　we　need　the　point　of　view　where

emotion，　knowiedge，　and　will　can　be　treated　integratively．　Faith　as　being

ultimately　concerned　is　a　centered　act　of　the　whole　personality．　lf　we　identify

faith　with　oRe　of　the　functions　which　constitute　the　whole　personality，　i．e．，

emotieR，　knowledge，　will，　the　meaning　of　faith　is　completely　distorted．　“Ulti－

mate　concern”　that　Tillich　says　is　the　terminQlogy　submitted　to　express　the

ho｝istic　structure　of　christian　faith．　ln　other　words，　faith　is　a　conversion　of

intentionality　in　self　from　our　habitual　ego　（sin）　to　the　true　ground　of　self　（Gpd），

and　the　dynamics　of　faith　is　nothing　else　than　the　process　of　this　conversion．

　　In　what　process　does　the　conversion　of　self’s　existence　become　real？　What　we

would　suggest　here　is　that　this　dynamics　of　faith　can　become　real　in　a　reading－

process　of　the　biblical　texts．　Thus，　it　is　tried　to　argue　the　dynamics　of　faith　by

describing　the　reading－process　of　the　biblical　texts．　lt　is　the　parable　of　‘［the　good

Samaritan”　that　is　taken　up．　The　conclusion　that　is　obtained　from　the　analysis

of　reading　“the　good　Samaritan”　is　as　follows．　The　dynamics　of　faith　is　a　new

formation　（Gestaltung）　of　life　in　the　process　which　consists　of　a　series　of　stages

from　Mimesis　1　to　Mimesis　3　by　way　of　Mimesis　2　in　the　act　of　reading．　ln　this

dynamic　process，　knowledge，　will，　and　emotion　which　are　three　elements　of　faith

2


